
造
瓦

組
織

編
成

か
ら

み
た

肥
後

地
域

に
お

け
る

地
方

支
配

展
開

に
関

す
る

研
究

 

早
川

 
和

賀
子
 

  
は

じ
め

に
 

 
本

稿
の

目
的

は
、

古
代

肥
後

地
域

に
お

け
る

初
期

寺
院

の
展

開
、

お
よ

び
そ

の
背

景
に

あ
る

地
方

支
配

の
展

開
に

つ
い

て
、

鞠
智

城
と

の
関

係
も

踏
ま

え
、

瓦
の

検
討

を
通

し
て

考
察

す
る

こ
と

で
あ

る
。

日
本

列
島

に
お

い
て

、
飛

鳥
寺

造
営

以
降

、
寺

院
、
宮

、
官

衙
な

ど
の

限
ら

れ
た

建
造

物
に

使
用

さ
れ

た
瓦

は
、

そ
れ

ら
建

造
物

の
増

加
と

と
も

に
、

そ
の

生
産

形
態

を
変

化
さ

せ
て

き
た

。
こ

の
よ

う
な

瓦
の

展
開

を
考

古
学

的
に

検
討

す
る

こ
と

で
、

そ
れ

が
葺

か
れ

た
施

設
の

造
営

過
程

と
そ

の
背

景
の

一
端

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

 

 
大

宰
府

が
設

置
さ

れ
た

西
海

道
は

、
他

地
域

と
は

異
な

る
地

方
統

治
形

態
の

存
在

が
想

定
さ

れ
、

そ
の

よ
う

な
地

域
で

の
大

宰
府

設
置

前
に

お
け

る
地

方
経

営
が

如
何

に
な

さ
れ

た
の

か
を

検
討

す
る

こ
と

は
、

そ
の

後
の

西
海

道
に

お
け

る
地

方
経

営
の

あ
り

方
を

考
察

す
る

上
で

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

本
稿

で
扱

う
肥

後
地

域
は

、
九

州
の

ほ
ぼ

中
央

に
位

置
し

、
比

較
的

早
い

時
期

か
ら

、
鞠

智
城

や
寺

院
な

ど
、

瓦
が

出
土

す
る

よ
う

な
遺

跡
が

み
ら

れ
る

。
さ

ら
に

、
後

述
す

る
が

列
島

内
で

も
稀

な
瓦

の
文

様
や

技
術

の
採

用
が

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

瓦
研

究
に

お
い

て
も

独
自

性
の

強
さ

が
強

調
さ

れ
て

き
た

。
ま

た
、

対
隼

人
政

策
に

も
大

き
く

貢
献

し
た

地
で

も
あ

り
、

地
理

的
に

も
重

要
な

地
で

あ
る

。
以

上
の

よ
う

な
問

題
意

識
の

も
と

、
古

代
肥

後
地

域
に

お
け

る
初

期
寺

院
の

展
開

に
つ

い
て

、
白

村
江

敗
戦

後
に

築
城

さ
れ

た
鞠

智
城

と
も

あ
わ

せ
て

、
瓦

生
産

の
視

点
か

ら
検

討
す

る
。

 

 
 

 
一

．
研

究
の

現
状

と
課

題
 

こ
こ

で
は

、
古

代
肥

後
地

域
に

お
け

る
初

期
寺

院
の

展
開

が
、

鞠
智

城
と

の

関
係

で
ど

の
よ

う
に

理
解

さ
れ

て
き

た
か

に
つ

い
て

、
瓦

研
究

の
視

点
か

ら
概

観
し

、
そ

こ
か

ら
導

き
出

さ
れ

る
課

題
を

提
示

す
る

。
 

西
海

道
に

お
け

る
古

代
瓦

の
様

相
は

、
朝

鮮
半

島
系

、
畿

内
系

、
大

宰
府

系

な
ど

多
様

で
あ

り
、
従

来
瓦

当
文

様
ご

と
に

研
究

が
進

め
ら

れ
て

き
た

。
特

に
、

大
宰

府
整

備
を

契
機

と
し

て
七

世
紀

末
～

八
世

紀
初

頭
以

降
み

ら
れ

る
大

宰
府

系
瓦

（
小

田
一

九
五

七
ａ

、
一

九
五

七
ｂ

、
一

九
五

八
ｂ

、
一

九
六

一
ａ

）
の

出
現

以
前

に
は

、
朝

鮮
半

島
系

や
畿

内
系

の
瓦

が
主

に
広

が
る

と
さ

れ
る

（
小

田
、

一
九

五
八

ａ
、

一
九

六
一

ｂ
、

一
九

六
一

ｃ
、

一
九

六
六

ａ
、

一
九

六
六

ｂ
、

一
九

七
五

、
他

）
。

 

 
こ

の
よ

う
な

状
況

は
、

古
代

肥
後

地
域

で
も

み
ら

れ
る

。
肥

後
の

瓦
に

つ
い

て
も

、
従

来
、

系
譜

、
年

代
観

、
分

布
に

つ
い

て
個

別
に

論
じ

ら
れ

て
き

た
。

そ
の

一
つ

と
し

て
、
九

州
で

出
土

す
る

単
弁

軒
丸

瓦
に

着
目

し
た

研
究

が
あ

り
、

鞠
智

城
跡

出
土

軒
丸

瓦
も

そ
の

中
で

検
討

さ
れ

て
い

る
（

高
谷

・
鶴

嶋
、

一
九

八
〇

）
。
九

州
式

単
弁

軒
丸

瓦
は

、
天

智
四

年
（

六
六

五
）
に

着
工

さ
れ

る
大
野

城
・
基
肄

城
の

築
城

を
九

州
へ

の
流
入

契
機

と
し

て
展

開
す

る
と

考
え

ら
れ

て
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お
り
（

小
田

、
一

九
六

六
ｂ

、
一

九
七

五
）
、
鞠

智
城

跡
出

土
の

単
弁

軒
丸

瓦
に

つ
い

て
は

、
大
野

城
出

土
軒

丸
瓦

と
の
類
似

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

（
高

谷
・

鶴

嶋
、

一
九

八
〇

）
。

 

 
一

方
で

、
鞠

智
城

と
肥

後
地

域
内

の
初

期
寺

院
の

瓦
に

お
け

る
関

係
に

つ
い

て
は

、
鞠

智
城

と
陳

内
廃

寺
と

の
関
連

性
が

し
ば

し
ば

指
摘

さ
れ

て
き

た
。

鞠

智
城
例

と
蓮

弁
形

態
が
類
似

す
る
資
料

が
陳

内
廃

寺
で

出
土

し
て

お
り

、
鞠

智

城
例

を
模
倣

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

高
谷

・
鶴

嶋
は

、
こ

の

陳
内
廃

寺
例

に
伴

う
重
弧

文
軒
平

瓦
凸
面

に
み

ら
れ

る
調

整
技
法

（
格
子
叩

き

後
、

広
幅
条
痕

）
が

、
鞠

智
城

跡
出

土
平

瓦
の
凸
面

に
み

ら
れ

る
調

整
技
法

と

類
似

す
る

こ
と

を
指

摘
し

て
い

る
。

さ
ら

に
鞠

智
城
例

は
、
陳

内
廃

寺
の

八
世

紀
初

頭
の
補
修

瓦
と

さ
れ

て
い

た
素

弁
八
葉
蓮
華

文
軒

丸
瓦

よ
り

や
や
先
行

し

て
、

鞠
智

城
の
史
料

初
見

で
あ

る
文
武
二

年
（

六
九

八
）

の
修

治
時

の
も

の
と

考
え

ら
れ

た
（

高
谷
・
鶴

嶋
一

九
八

〇
）
。
鞠

智
城
例

の
時

期
に

関
し

て
は

、
鞠

智
城
例

と
の
類
似

瓦
が

、
中
国

地
方

の
天

智
期

の
寺

院
で

あ
る

備
後

寺
町
廃

寺
、

安
芸
横
見
廃

寺
で

み
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
後

に
、
創

建
期
所

要
瓦

に
修
正

さ
れ

て
い

る
（

鶴
嶋

一
九

八
一

）
。

 

ま
た

、
こ

れ
ま

で
個

別
に

検
討

さ
れ

て
き

た
肥

後
地

域
内

の
瓦

に
つ

い
て

、

鶴
嶋

が
最

初
に
体

系
的
編

年
を

提
示

し
た
（

鶴
嶋

一
九

九
一

）
。
氏

は
瓦

当
文

様

と
製
作

技
法

は
相

関
関

係
に

あ
る

も
の

と
し

、
文

様
と
製
作

技
法

の
変
遷

か
ら

、

肥
後

の
瓦

を
四

期
（
草
創

期
・

前
期

・
中

期
・

後
期

）
に
区

分
し

た
。

こ
の

中

で
、

鞠
智

城
と

初
期

寺
院

の
瓦

の
う
ち

、
大

宰
府

の
影
響

を
受

け
る

前
の

時
期

に
あ

た
る

も
の

が
草
創

期
の

七
世

紀
後

半
に

位
置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、

肥
後

の
初

期
寺

院
に

み
ら

れ
る
「

瓦
当
嵌

め
込

み
式
法
」

に
着

目
し

、
こ

の
技

法
が
伝
播

し
た

契
機

と
し

て
鞠

智
城

の
築

城
を
挙
げ

て
い

る
。

そ
の
根
拠

と
し

て
は

、
①

初
期

寺
院

の
一

つ
で

あ
る
陳

内
廃

寺
で

、
鞠

智
城

跡
出

土
軒

丸
瓦

を

祖
形

と
す

る
文

様
を
持

つ
瓦

が
出

土
し

て
お

り
、

こ
れ

が
瓦

当
嵌

め
込

み
式
法

で
あ

る
た

め
、

鞠
智

城
跡

出
土

瓦
も

瓦
当
嵌

め
込

み
式
法

の
可

能
性

が
高

い
こ

と
、
②

鞠
智

城
跡

出
土
平

瓦
凸
面

に
み

ら
れ

る
条
痕

調
整

と
陳

内
廃

寺
出

土
重

弧
文

軒
平

瓦
凸
面

に
み

ら
れ

る
条
痕

調
整

が
類
似

し
て

お
り

、
他

で
例

の
な

い

特
異

な
技
法

で
あ

る
こ

と
、

の
二

点
を
挙
げ

て
お

り
、
二

遺
跡

出
土

の
瓦

の
製

作
に

従
事

し
た

造
瓦
工

人
が
同

一
集
団

で
あ
っ

た
可

能
性

を
指

摘
し

て
い

る

（
鶴

嶋
一

九
九

一
）
。
 

そ
の

後
、

鶴
嶋

の
編

年
を
受

け
て

、
新

出
資
料

も
含

め
、
金

田
が
体

系
的
編

年
を

提
示

し
て

い
る
（
金

田
一

九
九

七
）
。
そ

こ
で

は
、
瓦

当
文

様
と
製
作

技
法

の
比

較
か

ら
、

鞠
智

城
跡

出
土

単
弁

八
葉

軒
丸

瓦
と

大
野

城
出

土
単

弁
軒

丸
瓦

の
近
似

性
を
挙
げ

、
大
野

城
例

が
大
野

城
築

城
の

年
代

か
ら

そ
れ

ほ
ど
離

れ
て

い
な

い
時

期
と

考
え

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

鞠
智

城
例

も
七

世
紀

後
半

の
う

ち
中
葉

に
近

い
時

期
に

位
置
づ

け
ら

れ
る

も
の

と
考

え
、

肥
後

地
域

内
の

初
期

寺
院

出
土

瓦
と

は
段
階

設
定

を
区

分
し

て
い

る
。

た
だ

、
そ

れ
以
外

は
、

鶴
嶋

編
年

と
ほ

ぼ
同

様
の

瓦
の

年
代

観
が

示
さ

れ
て

い
る

。
こ

こ
で

も
鶴

嶋
同

様
に

、

鞠
智

城
と
陳

内
廃

寺
の

関
連

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。
具
体

的
に

は
、
①
蓮

弁

形
態

に
着

目
し

、
鞠

智
城

軒
丸

瓦
→
陳

内
廃

寺
出

土
軒

丸
瓦

（
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

）

→
陳

内
廃

寺
出

土
軒

丸
瓦
（
陳

内
Ⅰ

ａ
式

）・
渡
鹿
Ａ

遺
跡

出
土

軒
丸

瓦
（
渡
鹿

Ⅰ
式

）
と

い
う

文
様

変
遷

を
た

ど
る

、
②

技
術

的
変
遷

に
つ

い
て

は
鞠

智
城

か

ら
陳

内
廃

寺
へ
連
続

的
に
捉

え
ら

れ
な

い
が

、
陳

内
廃

寺
で
製
作

技
法

上
瓦

当

の
剥
落

を
防
ぐ

機
能

が
上
昇

し
た
新

た
な
製
作

技
法

と
し

て
嵌

め
込

み
式

技
法

の
導
入

が
み

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、
①

の
文

様
変
遷

の
方
向

を
妥

当
な

も
の

と
考

え
る

、
③

鞠
智

城
出

土
平

瓦
と
陳

内
廃

寺
出

土
軒
平

瓦
の
凸
面

調
整

が
類
似

す

る
、
の
三

点
が
挙
げ

ら
れ

て
い

る
（
金

田
一

九
九

七
）
。
さ

ら
に

、
鞠

智
城

の
瓦

と
大
野

城
や
基
肄

城
な

ど
の

朝
鮮

式
山

城
出

土
瓦

と
の
間

の
共

通
点

が
挙
げ

ら
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れ
、

鞠
智

城
跡

出
土

軒
丸

瓦
は

、
肥

後
の

古
代

造
瓦

の
展

開
の

中
で

は
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー

的
存

在
と

し
て

位
置
づ

け
ら

れ
て

い
る

（
金

田
一

九
九

七
）
。

 

そ
の

後
、
新

出
資
料

も
含

め
て

鞠
智

城
跡

出
土

瓦
の
詳
細

な
検

討
を
行
っ

た

西
住

が
、

鞠
智

城
例

の
製
作

技
法

の
特
殊

性
を

指
摘

し
て

い
る

（
西
住

一
九

九

九
）
。
中
山

は
、
こ

の
製
作

技
法

を
「

丸
瓦
被

せ
式

技
法
」
と
称

し
、
肥

後
地

域

内
の

初
期

寺
院

の
瓦

で
み

ら
れ

る
瓦

当
嵌

め
込

み
式
法

と
は

異
な

る
も

の
と

し

て
捉

え
た

（
中
山
二

〇
〇

五
）
。
 

 
以

上
鞠

智
城

と
初

期
寺

院
の

瓦
に

お
け

る
関
連

性
に

着
目

し
て

研
究
史

を
概

観
し

て
き

た
。

鞠
智

城
跡

出
土

瓦
は

、
築

城
期

の
も

の
と

し
て

考
え

る
見

方
が

強
い

。
初

期
寺

院
と

の
関

係
で

は
、
陳

内
廃

寺
出

土
の

単
弁

軒
丸

瓦
と

の
文

様

の
近
似

が
指

摘
さ

れ
て

は
い

る
が

、
や

は
り

鞠
智

城
と

初
期

寺
院

出
土

の
軒

丸

瓦
の
間

で
は

、「
丸

瓦
被

せ
式

技
法
」
と
「

瓦
当
嵌

め
込

み
式
法
」
と

い
う

技
法

上
の
差

異
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。
但

し
、

現
状

で
は

、
瓦

か
ら

み
た

鞠
智

城
と

初
期

寺
院

と
の

関
係

は
、
①

鞠
智

城
例

と
陳

内
廃

寺
例

の
近
似

、
②

丸
瓦
被

せ

式
技
法

と
瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法

の
二
項

対
立

、
に

つ
い

て
述
べ

ら
れ

て
い

る

に
留

ま
る

。
そ

こ
で

本
稿

で
は

、
各

初
期

寺
院

に
お

い
て

、
初

期
軒

丸
瓦

の
瓦

当
文

様
と
製
作

技
法

の
選
択

が
如

何
に

な
さ

れ
た

の
か

を
検

討
し

、
瓦

に
お

け

る
鞠

智
城

と
初

期
寺

院
の

関
係

・
初

期
寺

院
間

の
関

係
を
詳
細

に
導

き
出

す
こ

と
で

、
各

初
期

寺
院

の
造

営
背

景
ま

で
踏

み
込
ん
だ

考
察

が
可

能
と

な
る

と
考

え
る

。
 

 
 

  
二

．
方

法
と

資
料

 

 
以

上
の

研
究
史

と
課

題
を
受

け
て

、
本

稿
で

は
、

瓦
の

検
討

を
通

し
て

、
古

代
肥

後
地

域
に

お
け

る
初

期
寺

院
の

展
開

に
つ

い
て

考
察

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
そ

の
際

、
特

に
鞠

智
城

と
初

期
寺

院
の

関
係

に
着

目
し

、
具
体

的
に

は

瓦
の

瓦
当

文
様

と
製
作

技
法

を
検

討
す

る
。

 

 （
一

）
分

析
方

法
 

第
一
章

で
も

述
べ

た
よ

う
に

、
肥

後
地

域
内

の
瓦

の
展

開
の

様
相

を
明

ら
か

に
す

る
う

え
で

、
こ

れ
ま

で
鞠

智
城

跡
出

土
瓦

と
初

期
寺

院
出

土
瓦

と
の

関
係

に
つ

い
て

検
討

さ
れ

て
き

た
。

こ
こ

で
は

、
先
行

研
究

の
成
果

を
さ

ら
に

進
め

る
た

め
に

、
従

来
主

に
検

討
さ

れ
て

き
た

軒
丸

瓦
を

対
象

と
す

る
。

ま
ず
各

対

象
遺

跡
出

土
の

軒
丸

瓦
の

う
ち

、
初

期
に

あ
た

る
瓦

を
抽

出
し

、
次

に
瓦

当
文

様
と
製
作

技
法

を
そ

れ
ぞ

れ
検

討
す

る
こ

と
で

、
各

瓦
の

生
成

過
程

を
復
元

す

る
。
先
行

研
究

よ
り

、
瓦

当
文

様
の
動

態
と
製
作

技
法

の
動

態
に
連
動

性
が

み

ら
れ

な
い

可
能

性
が
部

分
的

に
示

さ
れ

て
い

る
た

め
、

そ
れ
ぞ

れ
を

個
別

に
検

討
す

る
。
製
作

技
法

に
つ

い
て

は
、
各
製
作
工

程
で
抽

出
さ

れ
る
属

性
に

着
目

し
、
各
属

性
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
抽

出
す

る
。

さ
ら

に
、
各
属

性
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

の
組

み
合

わ
せ

を
文

様
ご

と
に

提
示

す
る

。
具
体

的
な

観
察
項

目
は

、

成
形

技
法

と
調

整
技
法

に
関

す
る

も
の

で
、

分
析

の
章

で
後

述
す

る
。
 

 （
二

）
対

象
資

料
 

対
象

遺
跡

は
、

肥
後

地
域

内
で

も
瓦

の
出

土
が

七
世

紀
後

半
の

比
較

的
早

く

か
ら

み
ら

れ
る

鞠
智

城
、
陳

内
廃

寺
、
渡
鹿
Ａ

遺
跡

（
一

）、
立
願

寺
廃

寺
、
興

善
寺
廃

寺
を

扱
う
（
第
１
図

）
。
具
体

的
に

扱
う
資
料

に
つ

い
て

は
以
下

の
通

り

で
あ

る
。
 

 
肥

後
の

古
瓦

に
関

す
る

研
究

は
、
先

述
の

よ
う

に
、
瓦

当
文

様
や
製
作

技
法

、

年
代

観
、
影
響

関
係

な
ど

多
く

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

こ
こ

で
は

、
先
行

研
究

で

提
示

さ
れ

て
い

る
年

代
観

を
概

観
し

、
本

稿
で
具
体

的
に

分
析

す
る
資
料

を
抽

出
す

る
。
各

瓦
に

つ
い

て
先
行

研
究

で
指

摘
さ

れ
て

い
る

内
容

に
つ

い
て

は
、
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分
析

の
項

目
で
触

れ
る

。
 

 
先

述
し

た
が

、
個

別
に

検
討

さ
れ

て
き

た
古

代
肥

後
地

域
の

瓦
に

つ
い

て
、

最
初

に
体

系
的
編

年
を

提
示

し
た

の
は

、
鶴

嶋
で

あ
る

。
氏

の
編

年
で

は
、

四

期
区

分
が

な
さ

れ
て

お
り

、
①

肥
後

独
自

の
瓦

生
産
体
制

（
七

世
紀

後
半
：
草

創
期

）
、
②

大
宰

府
の
影
響

の
流
入
（

七
世

紀
末

か
ら

八
世

紀
初

頭
～
国

分
寺
創

建
直

前
：
前

期
）
、
③

肥
後
国

分
寺

様
式

の
成
立

と
展

開
（
国

分
寺
創

建
～

九
世

紀
中
葉
：
中

期
）
、
④

瓦
生

産
の

官
に

よ
る

統
制
（

九
世

紀
中
葉

～
一

〇
世

紀
初

頭
：
後

期
）
、
と

い
う

瓦
の

様
相

の
変
遷

が
描

か
れ

て
い

る
（

鶴
嶋

一
九

九
一

）
。

こ
こ

で
、

肥
後

の
古

瓦
の

展
開

に
お

け
る
草
創

期
に

お
か

れ
て

い
る

の
が

、
鞠

智
城

、
陳

内
廃

寺
、
渡
鹿
Ａ

遺
跡

、
立
願

寺
廃

寺
、
興
善

寺
廃

寺
出

土
の

初
期

の
瓦

で
あ

る
。

 

そ
の

後
、

こ
れ

を
受

け
て
新

出
資
料

も
含

め
金

田
が

提
示

し
た
編

年
で

は
、

先
述

の
よ

う
に

鞠
智

城
跡

出
土

軒
丸

瓦
を

初
期

寺
院

出
土

瓦
と

は
区

分
し

、
他

は
ほ

ぼ
同

様
の

瓦
の

変
遷

が
示

さ
れ

て
い

る
。

こ
こ

で
は

、
①

鞠
智

城
築

城
を

契
機

と
し

て
瓦

生
産

が
開
始

し
、
②
立
願

寺
廃

寺
・
陳

内
廃

寺
・
興
善

寺
廃

寺

等
が

造
営

さ
れ

、
③

七
世

紀
末

～
八

世
紀

初
頭

に
は

大
宰

府
系

瓦
の
影
響

を
う

け
た

瓦
が

出
現

、
④
国

分
寺

造
営

に
と

も
な

い
国

分
寺
創

建
瓦

と
類
似

瓦
が

増

加
す

る
と

理
解

さ
れ

て
い

る
（
金

田
一

九
九

七
）
。
 

 
両
者

は
、

鞠
智

城
跡

と
初

期
寺

院
跡

出
土

の
瓦

の
段
階

設
定

に
お

い
て

異
な

る
見

解
を

示
し

て
い

る
が

、
大

宰
府

系
古

瓦
の
影
響

を
受

け
た
資
料

よ
り

、
前

段
階

に
設

定
し

て
い

る
資
料

に
相
違

は
な

い
。

し
た

が
っ

て
、

本
稿

で
は

、
二

氏
の
編

年
観

に
依
拠

し
、

鞠
智

城
な

ら
び

に
初

期
寺

院
の

初
期

に
あ

た
る

瓦
を

対
象
資
料

と
し

て
、
具
体

的
に

検
討

を
進

め
る

（
第
２
図

）
（

二
）。

 

 
 

 
三

．
分

析
 

 
以
下

、
各

瓦
の

瓦
当

文
様

と
製
作

技
法

に
つ

い
て

個
別

に
検

討
し

て
い

く
。

先
行

研
究

で
具
体

的
に

指
摘

さ
れ

て
い

る
内
容

に
つ

い
て

は
、

そ
の
折

に
引

用

を
提

示
す

る
。

 

    
    （

一
）

瓦
当

文
様

 
 

鞠
智

城
 

鞠
智

城
跡

出
土

軒
丸

瓦
の

文
様

に
関

す
る

検
討

は
、
第

五
次

調
査

出
土

軒
丸

瓦
片

の
報
告

に
て

み
ら

れ
る

。「
弁

が
肉
厚

で
稜
線

が
通

り
、
弁
先

が
強

く
反
転

す
る

と
い

う
特
徴

は
、
百
済

末
期

様
式
」
と

し
な

が
ら

も
、
天

智
天
皇

四
年
（

六

六
五

）
に

着
工

さ
れ

る
大
野

城
・
基
肄

城
の

築
城

を
契

機
と

し
て
流
入

さ
れ

る

九
州

式
単

弁
瓦

と
は

、
系

譜
が

異
な

る
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

大
野

城
で

も
九
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州
式

単
弁

瓦
と

は
異

な
る

七
世

紀
後

半
代

の
軒

丸
瓦

が
出

土
し

て
お

り
、
蓮

弁

の
平
面

形
や
稜
線

が
基
部

か
ら

弁
先

ま
で

通
る

点
で

、
鞠

智
城
例

は
こ

の
大
野

城
例

に
類
似

す
る

と
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
一

方
、
陳

内
廃

寺
出

土
の
三
類
Ｃ

と

分
類

さ
れ

て
い

る
素

弁
八
葉
蓮
華

文
軒

丸
瓦

と
鞠

智
城
例

と
の

、
蓮

弁
形

態
の

類
似

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
但

し
、
陳

内
廃

寺
例

は
弁

が
細
身

と
な

り
整
斉

性

に
欠

け
る

の
で

、
鞠

智
城
例

よ
り

後
出

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
て

い
る
（

高
谷
・

鶴
嶋

一
九

八
〇

）
。
ま

た
、
第

五
次

調
査

出
土

軒
丸

瓦
の

系
譜

に
つ

い
て

、
飛

鳥

地
方

、
特

に
豊
浦

寺
の

高
句
麗

系
軒

丸
瓦

に
系

統
を
求

め
る
見

解
も

あ
る

（
小

田
一

九
九

〇
、
二

〇
一
二

）
。

肥
後

地
域

の
古

瓦
の
編

年
を

提
示

し
た
金

田
は

、

そ
れ

ま
で

指
摘

さ
れ

て
い

る
鞠

智
城
例

と
陳

内
廃

寺
例

の
類
似

を
追
認

し
、

か

つ
大
野

城
で

出
土

し
た

単
弁

八
葉
蓮
華

文
軒

丸
瓦

（
〇
三
三
型

式
）

と
の
詳
細

な
検

討
か

ら
、
瓦

当
文

様
の
近
似

を
指

摘
し

て
い

る
（
金

田
一

九
九

七
）
。
そ

の

後
、
新

出
資
料

を
加

え
て

鞠
智

城
例

の
詳
細

な
検

討
が

な
さ

れ
て

お
り

、
横
見

廃
寺

、
寺
町
廃

寺
等

の
山
陽

地
方

寺
院

や
大
野

城
〇
三
三
型

式
と

の
瓦

当
文

様

の
類
似

が
示
唆

さ
れ

て
い

る
（

中
山
二

〇
〇

五
）
。
 

 
以

上
の

よ
う

に
、

鞠
智

城
出

土
軒

丸
瓦

の
瓦

当
文

様
に

つ
い

て
は

、
そ

の
系

譜
に
諸
説

あ
り

、
類
似
例

も
諸
例
挙

が
っ

て
い

る
。

本
稿

の
目

的
は

、
鞠

智
城

と
初

期
寺

院
の

関
係

を
検

討
す

る
こ

と
で

あ
る

た
め

、
鞠

智
城
例

の
系

譜
に

つ

い
て

の
十

分
な

検
討

に
は
至

ら
な

い
が

、
先
行

研
究

で
指

摘
さ

れ
て

い
る

瓦
当

文
様
類
似
事
例

に
つ

い
て

、
断
面

形
態

に
着

目
し

た
い

（
第
３
図

）
。
 

 
ま
ず

、
鞠

智
城
例
（
第
３
図

）
に

つ
い

て
だ

が
、
断
面

形
態

の
特
徴

と
し

て
、

突
出

し
た

中
房

、
中
房

と
弁
区
間

の
凹
圏
線

、
中
房

か
ら

一
段
低

く
匙
面

状
と

な
り

弁
端

で
盛

り
上

が
る
蓮

弁
、

弁
区

の
外

の
無

文
平
坦
面

が
挙
げ

ら
れ

る
。
 

 
こ

こ
で

比
較

と
し

て
、

鞠
智

城
例

よ
り

後
出

す
る

も
の

の
、

鞠
智

城
例

と
の

近
似

が
指

摘
さ

れ
て

い
る
陳

内
廃

寺
例

（
Ⅰ

ｂ
式

、
第
３
図

）
の
断
面

形
態

を

検
討

す
る

。
陣

内
Ⅰ

ｂ
式

は
、

弁
区

と
周
縁

の
一
部

の
み

の
残

存
状

況
だ

が
、

蓮
弁

は
匙
面

状
で

弁
端

は
盛

り
上

が
り

、
弁
区

の
外

に
無

文
平
坦
面

が
あ

り
、

直
立

す
る
周
縁

が
み

ら
れ

る
。
直
立

す
る
周
縁

は
、

後
述

す
る
成

形
技
法

の
相

違
に

よ
る

も
の

と
判
断

さ
れ

る
が

、
そ

れ
以
外

は
近
似

し
て

い
る

。
 

 
ま

た
、
先
行

研
究

で
指

摘
さ

れ
て

い
る

大
野

城
の

〇
三
三
型

式
（
第
３
図

）
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は
、

一
段

高
い

中
房

と
、
匙
面

状
で

弁
端

が
盛

り

上
が

る
蓮

弁
形

態
を

も
つ

。
し

か
し

、
鞠

智
城
例

の
よ

う
な

中
房

と
弁
区
間

の
凹
圏
線

や
、

弁
区

の

外
の
無

文
平
坦
面

は
み

ら
れ

な
い

。
む

し
ろ

、
〇

三
三
型

式
と
同

じ
大

宰
府
編

年
第

一
階

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

大
宰

府
史

跡
出

土
の

〇
三
二
型

式

（
栗
原

一
九

九
八

）
で

、
こ

の
よ

う
な
無

文
平
坦

面
が
確
認

さ
れ

る
。
 

 
次

に
、
山
陽

地
方

寺
院
例

（
第
３
図

）
に

つ
い

て
み

て
い

く
。

鞠
智

城
例

と
文

様
の
類
似

が
指

摘

さ
れ

て
い

る
横
見
廃

寺
第
Ⅳ
類

は
、

中
山

の
指

摘

の
よ

う
に

、
蓮

弁
が
匙
面

状
に

な
り

、
弁

端
は
盛

り
上

が
り

、
蓮

弁
と

中
房
間

に
凹
圏
線

が
み

ら
れ

る
点

が
鞠

智
城
例

と
類
似

す
る

。
こ

の
蓮

弁
と

中

房
間

に
め
ぐ

る
凹
圏
線

と
い

う
特
徴

は
、

古
新
羅

の
瓦

の
文

様
に

よ
く

み
ら

れ
る

と
指

摘
さ

れ
て

い

る
（
亀

田
二

〇
〇

六
）
こ

と
を
付

け
加

え
て

お
く

。

但
し

、
横
見
廃

寺
Ⅳ
類

は
、
周
縁

が
二

重
圏

あ
る

い
は
三

重
圏

と
な

り
、

中
房

が
一
段
低

く
（

中
山

二
〇

〇
五

）
、
全
体

的
に
平
坦

な
印
象

が
強

い
。
こ

の
よ

う
な
印
象

は
、

寺
町
廃

寺
出

土
軒

丸
瓦

で
も

同
様

で
あ

る
。
匙
面

状
で

弁
端

が
盛

り
上

が
る
蓮

弁
は
類
似

す
る

の
だ

が
、
周
縁

は
二

重
圏

で
（

中

山
二

〇
〇

五
）
、
中
房

が
一
段
低

く
平
坦

な
印
象

で

あ
る

。
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以

上
、

鞠
智

城
出

土
瓦

と
の

文
様

の
類
似

が
指

摘
さ

れ
て

い
る
資
料

に
つ

い

て
、
断
面

形
態

を
み

て
き

た
が

、
平
面

形
態
同

様
に

、
鞠

智
城
例

と
合
致

す
る

も
の

は
認

め
ら

れ
な

い
。

た
だ

し
、
蓮

弁
の
断
面

形
態

や
蓮

弁
よ

り
中
房

が
一

段
突

出
す

る
点

で
、

大
野

城
出

土
例

が
近
似

す
る

と
い

え
る

。
し

か
し

、
通
例

指
摘

さ
れ

て
い

る
〇
三
三
型

式
だ

け
で

は
な

く
、

〇
三
二
型

式
に

み
ら

れ
る

要

素
も
合

わ
せ

も
ち

、
大

宰
府
編

年
第

一
段
階

に
位

置
づ

け
ら

れ
る
諸

瓦
と

、
文

様
決

定
・

瓦
笵
製
作

の
う

え
で

関
連

が
あ
っ

た
可

能
性

が
窺

え
る

。
 
 

陳
内

廃
寺

 

 
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

（
第
２
図

）
は

、
鞠

智
城

の
項

で
も

述
べ

た
通

り
、

鞠
智

城
跡

出
土

の
単

弁
八
葉
蓮
華

文
軒

丸
瓦

と
、

文
様

の
近
似

が
指

摘
さ

れ
て

き
た

（
高

谷
・

鶴
嶋

一
九

八
〇

、
鶴

嶋
一

九
九

一
、
金

田
一

九
九

七
）
。
類
似

点
と

し
て

、

瓦
当

文
様

の
蓮

弁
形

態
が

主
に
挙
げ

ら
れ

て
お

り
、

弁
区

と
周
縁

の
間

の
無

文

部
が

み
ら

れ
る

点
も
共

通
点

と
し

て
指

摘
さ

れ
て

い
る

（
金

田
一

九
九

七
）
。
 

実
見

の
結
果

、
平
面

形
態

な
ら

び
に
断
面

形
態

も
非
常

に
類
似

性
が

高
い

こ

と
が
確
認

さ
れ

た
。
断
面

形
態

に
つ

い
て

は
、

鞠
智

城
の
項

で
検

討
し

た
通

り

で
あ

る
。
但

し
、

弁
区

と
周
縁

の
間

の
無

文
部

に
つ

い
て

は
、

鞠
智

城
例

で
は

瓦
笵

に
よ
っ

て
作

り
出

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

が
、
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

で
は

、
無

文
部

に
沿
っ

た
ナ
デ

跡
が

み
ら

れ
る

。
こ

れ
は

、
後

述
す

る
瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法

に
よ

る
製
作

の
た

め
、

瓦
当

と
丸

瓦
の
接

着
を

高
め

る
た

め
の

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
 

 
陳

内
Ⅰ

ａ
式

（
第
２
図

）
は

、
渡
鹿
Ａ

遺
跡

出
土

の
単

弁
八
葉
蓮
華

文
軒

丸

瓦
（
渡
鹿
Ⅰ

式
）

と
の
類
似

性
が

高
く

、
そ

れ
と

と
も

に
論

じ
ら

れ
る

こ
と

が

多
い

た
め

、
次

の
渡
鹿
Ａ

遺
跡

の
項

で
あ

わ
せ

て
検

討
す

る
。
 

渡
鹿

Ａ
遺

跡
 

渡
鹿
Ⅰ

式
（
第
２
図

）
は

、
陳

内
Ⅰ

ａ
式

と
瓦

当
文

様
が
類
似

し
、
同

文
異

笵
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
実
見

が
か

な
っ

て
い

な
い

が
、
陳

内
廃

寺
に

て
、
渡
鹿
Ａ

遺
跡

と
同
笵

の
軒

丸
瓦

が
確
認

さ
れ

て
お

り
（
金

田
一

九
九

七
）
、

二
遺

跡
間

の
関
連

性
が
窺

え
る

。
こ

の
文

様
の

系
譜

に
関

し
て

は
、

重
圏

文
縁

で
あ

る
こ

と
、
蓮

弁
に
子
葉

は
な

い
が
縞

を
隆
起
線

と
し

て
残

し
て

い
る

こ
と

を
根
拠

と
し

て
、
山

田
寺

系
瓦

当
文

の
変

異
型

の
可

能
性

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

（
小

田
一

九
六

一
ｂ

）
。
ま

た
、
陳

内
Ⅰ

ａ
式
・
渡
鹿
Ⅰ

式
に

つ
い

て
は

、
鞠

智

城
例

を
祖

形
と

し
、

鞠
智

城
例
→
陳

内
Ⅰ

ｂ
式
→
陳

内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
と

変
化

し
た

と
も

想
定

さ
れ

て
い

る
（
金

田
一

九
九

七
）
。
 

し
か

し
、

鞠
智

城
例

・
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

と
、
陳

内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
と

の
間

の
文

様
変
遷

は
、
蓮

弁
形

態
、

中
房

の
突

出
の

程
度

、
周
縁

の
様

相
に

お
い

て

連
続

的
に

は
捉

え
難

い
。

ま
た

、
断
面

形
態

で
も

、
鞠

智
城
例

や
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

の
蓮

弁
の
断
面

形
態

は
反

り
返

る
の

に
対

し
、
陳

内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
は
逆

に
膨

ら
む

と
い

う
差

異
が

み
ら

れ
る

。
よ
っ

て
、

陳
内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
の

瓦
当

文
様

の

成
立

過
程

は
、
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

か
ら

の
変

化

で
は
説

明
で

き
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。
 

陳
内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
の

要
素

で
、

単
弁

八
葉
蓮
華

文
軒

丸
瓦

、
高

く
直
立

す

る
周
縁

、
突

出
し

た
中
房

、
細
部

で
は

、

細
い
凸
線

で
表

現
さ

れ
た
蓮

弁
の
輪
郭

、

弁
端

で
逆
三
角

形
を

な
し

、
反
転

す
る

弁

央
に
縞

が
あ

る
点

な
ど

は
、
山

田
寺

式
（
第

４
図

）
の

瓦
当

文
様

の
要
素

（
佐
川

・
西

川
二

〇
〇

五
）

と
類
似

す
る

。
し

か
し

、
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内
区

と
周
縁

の
間

の
細

い
圏
線

が
な

く
、
蓮

弁
に

は
山

田
寺

式
の

よ
う

な
子
葉

は
も

た
ず

中
央

に
稜
線

を
も

つ
な

ど
、
差

異
も

み
ら

れ
、
山

田
寺

式
と

の
文

様

の
隔

た
り

は
大

き
い

。
九

州
で

み
ら

れ
る
山

田
寺

系
の

瓦
当

文
様

は
限

ら
れ

て

お
り

、
筑

後
の

上
岩

田
遺

跡
出

土
の
垂
木
先

瓦
が

そ
の
典
型

で
あ

る
が

、
そ

の

他
、
筑

前
の

上
白
水

遺
跡

・
ウ
ト
グ
チ

瓦
窯

跡
、
塔
原
廃

寺
で

も
認

め
ら

れ
て

い
る
（

小
田

一
九

六
一

ｂ
）
。
陳

内
Ⅰ

ａ
式
・
渡
鹿
Ⅰ

式
は

、
こ

の
よ

う
な
山

田

寺
系

の
文

様
を

採
用

し
て

い
る

瓦
と

も
連
続

性
が
認

め
が

た
い

。
陳

内
Ⅰ

ａ

式
・
渡
鹿
Ⅰ

式
の

文
様

系
譜

に
つ

い
て

は
、
今

後
の

課
題

と
し

た
い

。
 

立
願

寺
廃

寺
 

 
山

田
寺

系
の

瓦
当

文
様

と
指

摘
さ

れ
て

い
る

軒
丸

瓦
Ａ
型

（
第
２
図

）
と

、

法
隆

寺
系

の
瓦

当
文

様
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
軒

丸
瓦
Ｂ
型

（
第
２
図

）
が

あ
る

（
坂

田
編

一
九

九
四

）
。
 

 
Ａ
型

は
、

単
弁
素

弁
八
葉
蓮
華

文
軒

丸
瓦

で
あ

る
が

、
山

田
寺

式
軒

丸
瓦

や

先
に
挙
げ

た
九

州
出

土
の
山

田
寺

系
軒

丸
瓦

と
は

、
連
続

的
に

は
捉

え
難

い
。

現
段
階

で
は

、
直
接

の
系

譜
元

に
あ

た

る
と

考
え

ら
れ

る
資
料

の
特

定
に

は
至

っ
て

お
ら
ず

、
こ

の
資
料

の
文

様
系

譜

に
つ

い
て

も
今

後
の

課
題

と
し

た
い

。
 

 
Ｂ
型

は
、
複

弁
八
葉
蓮
華

文
軒

丸
瓦

で
、

そ
の

文
様

意
匠

は
、
蓮
子

の
数

や

周
縁

の
線
鋸
歯

文
の
数

な
ど
部

分
的
差

異
は

あ
る

が
、
法
隆

寺
式

軒
丸

瓦
（
第

５
図

）
に
非
常

に
近
似

し
て

い
る

。
先

行
研

究
の

指
摘

通
り

、
法
隆

寺
式

に
系

譜
が

た
ど

り
う

る
と

考
え

ら
れ

よ
う

。
 

興
善

寺
廃

寺
 

 
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

（
第
２
図

）
は

、
鬼
面

文
と
報
告

さ
れ

て
は

い
る

が
、
非
常

に
簡
略

化
さ

れ
た

文
様
表

現
で

あ
り

、
現

在
の

と
こ
ろ

、
直
接

的
系

譜
を

考
え

ら
れ

る
資
料

は
特

定
さ

れ
て

い
な

い
。
同

じ
肥

後
地

域
内

で
も
立
願

寺
廃

寺
で

「
鬼
面

文
」

軒
丸

瓦
は

出
土

し
て

い
る

が
、
立
願

寺
例

は
編

年
上

八
世

紀
後

半

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

お
り

、
文

様
意
匠

も
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

と
は
隔

た
り

が
大

き

い
。
 

 
朝

鮮
半

島
で

は
、
新
羅

の
皇
龍

寺
で
類
似

し
た
鬼
面

文
軒

丸
瓦

（
第
６
図

）

が
み

ら
れ

る
。

当
資
料

は
、
総

出
土
量

が
約
百

八
十

点
に
及

び
、
廃
棄

遺
構

に

て
ま

と
ま
っ

て
出

土
し

て
い

る
。

ま
た

、
文

献
上

で
八

世
紀

半
ば

に
建

て
ら

れ

た
と

考
え

ら
れ

て
い

る
第
三

期
伽
藍

の
鐘
楼

の
基
壇

内
か

ら
も
若
干

出
土

し
て

お
り
（

文
化
財
管

理
局

一
九

八
四

）
、
こ

の
年

代
に

従
う

と
、
こ

の
瓦

が
皇
龍

寺

に
て

使
用

さ
れ

た
の

は
こ

れ
以

前
と

考
え

ら
れ

る
。
皇
龍

寺
例

の
明
確

な
年

代

が
不

明
で

あ
り

、
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

が
肥

後
地

域
内

の
他

初
期

寺
院

出
土

瓦
と

の

製
作

技
法

の
同

一
か

ら
、

七
世

紀
後

半
〜

八
世

紀
初

頭
に

位
置
づ

け
ら

れ
て

い

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
両
資
料

の
年

代
観

が
今

後
の

課
題

と
な

る
。

文
様

意
匠

を
比

較
す

る
と

、
全
体

的
に
平
面

的
で

、
全

体
の

文
様
構
成

、
簡
略

な
眼

の
表

現
、
髭

の

配
置
等

は
同

一
で

あ
る

。
し

か
し

、
舌

の
有

無
、
眉

・
額

の
表

現
等

、
差

異
も

み
ら

れ
、

興
善

寺
例

の
ほ

う
が

整
斉

性
に
欠

け
、
簡
略

化
さ

れ
て

い
る

。
 

 
興
善

寺
Ⅰ

ｂ
式

（
第
２
図

）
は

、
単

弁
八

葉
蓮
華

文
軒

丸
瓦

で
あ

る
。
先
行

研
究

で
は

、
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陳
内
Ⅰ

ａ
式

と
類
似

し
つ

つ
も

、
弁

の
形

態
な

ど
写
実

性
が
失

わ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

後
出

す
る

要
素

が
多

い
と

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
興
善

寺
廃

寺
で
鬼

面
文

軒
丸

瓦
が

出
土

す
る

こ
と

か
ら

も
、

独
自

性
の

強
さ

が
想

定
さ

れ
、

そ
の

独
自

性
が

文
様

に
反
映

さ
れ

て
い

る
可

能
性

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

（
金

田
一

九

九
七

）
。
全
体

的
に

も
平
板

に
な

り
非
常

に
簡
略

化
さ

れ
て

い
る

が
、
陳

内
廃

寺

や
渡
鹿
Ａ

遺
跡

で
出

土
し

て
い

る
単

弁
八
葉
蓮
華

文
軒

丸
瓦

に
み

ら
れ

る
よ

う

な
、

中
房

に
お

け
る
十
字

の
凸
線

が
興
善

寺
Ⅰ

ｂ
式

で
も

み
ら

れ
る

。
先
行

研

究
で

指
摘

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

、
陳

内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
の

後
出

形
態

の
可

能
性

が
考

え
ら

れ
よ

う
。
 

 
 （

二
）

製
作

技
法

 

 
肥

後
の

古
瓦

の
製
作

技
法

に
関

し
て

は
、
こ

れ
ま

で
も

検
討

さ
れ

て
い

る
（

村

田
・
甲
元

一
九

八
〇

、
野

田
編

一
九

八
〇

、
鶴

嶋
一

九
九

一
、
坂

田
編

一
九

九

四
、
西
住

一
九

九
九

、
金

田
一

九
九

七
、
中
山
二

〇
〇

五
）
。
こ

こ
で

は
、
先
行

研
究

に
依
拠

す
る
部

分
が

多
い

が
、

瓦
の
製
作
工

程
ご

と
に
抽

出
さ

れ
る
属

性

に
着

目
し

、
製
作

技
法

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。
具
体

的
に

は
、

従
来

主
に

着

目
さ

れ
て

き
た
成

形
技
法

に
加

え
、

調
整

技
法

も
あ

わ
せ

て
検

討
し

、
資
料
間

比
較

を
行

う
。
成

形
技
法

に
つ

い
て

は
、

瓦
当
製
作

方
法

や
丸

瓦
先

端
加
工

の

有
無

な
ど

、
成

形
に

関
わ

る
痕

跡
が

観
察

さ
れ

た
場
合

に
は

、
そ

の
都
度

明
示

す
る

。
 

 
 

 
成

形
技

法
 

 
今
回
改

め
て
資
料

を
観

察
し

た
結
果

、
先
行

研
究

で
指

摘
さ

れ
て

い
る

丸
瓦

被
せ

式
技
法

、
瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法

に
、
接
合

式
技
法

も
加

え
た

、
以
下

の

三
つ

の
成

形
技
法

が
み

ら
れ

た
（
第
７
図

）
。
 

 
ａ

 
丸

瓦
被

せ
式

技
法
 

 
ｂ

 
瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法
 

 
ｃ

 
接
合

式
技
法
 

 
ａ

は
、

西
住

に
よ

り
指

摘
さ

れ
（

西

住
一

九
九

九
）
、
中
山

に
よ

り
「

丸
瓦
被

せ
式

技
法
」

と
称

さ
れ

て
い

る
（

中
山

二
〇

〇
五

）
。
半
裁

し
た

丸
瓦

を
瓦

当
の

上
半
側
面

に
被

せ
る

技
法

で
、

鞠
智

城

例
に

み
ら

れ
る

。
鞠

智
城
例

で
は

、
接

合
す

る
「

丸
瓦
凹
面

の
広

端
か

ら
一

～

二
ｃ
ｍ

の
と

こ
ろ

に
ヘ
ラ

状
の

道
具

で
、

横
方
向

に
数
条

の
沈
線

を
三

ｃ
ｍ

程
度

の
幅

に
亘
っ

て
刻
」
ん

で
い

る
（

中
山

二
〇

〇
五

）
。
こ

の
遺

跡
出

土
軒

丸
瓦

の

う
ち

、
成

形
技
法

の
わ

か
る
全

て
の
資

料
が

こ
れ

に
該

当
す

る
（

中
山
二

〇
〇

五
）
。
こ

の
状

況
は

、
実
見

の
結
果
追
認

で
き

た
。

 
 

 
一

方
、

ｂ
は

、
興
善

寺
廃

寺
出

土
瓦

の
製
作

技
法

の
復
元

の
際

に
、

提
示

さ

れ
て

い
る
（
野

田
編

一
九

八
〇

）
（

三
）。
製
作

し
た

瓦
当

に
円
筒

の
丸

瓦
を
嵌

め

込
み

、
接
合

し
た

後
に

丸
瓦

の
不

要
部

分
を
切

り
取

る
方
法

で
あ

る
。
陳

内
廃

寺
（
Ⅰ

ａ
式

、
Ⅰ

ｂ
式

）
、
渡
鹿
Ａ

遺
跡

（
Ⅰ

式
）
、
立
願

寺
廃

寺
（
Ａ
型

、
Ｂ

型
）
、
興
善

寺
廃

寺
の
鬼
面

文
軒

丸
瓦

（
Ⅰ

ａ
式

）
の
資
料

が
こ

れ
に

あ
た

る
。
 

 
瓦

当
文

様
が

鞠
智

城
例

に
類
似

す
る
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

は
、

一
部

の
み

の
遺

存
だ

が
、

丸
瓦

の
先

端
は
未

調
整

で
あ

る
こ

と
が

明
確

で
あ

る
。

瓦
当

の
粘

土
は
数
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回
に

分
け

て
付

加
さ

れ
て

お
り

、
粘

土
塊

の
境

が
明
瞭

に
残

る
。
 

 
陳

内
Ⅰ

ａ
式

と
渡
鹿
Ⅰ

式
は

、
瓦

当
と

丸
瓦

の
接
合
部

分
が
完

形
、

あ
る

い

は
丸

瓦
部

分
が
剥
離

し
て

お
り

、
丸

瓦
先

端
の

加
工

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。

瓦
当

は
数
回

に
分

け
て
付

加
し

た
粘

土
が
押

し
固

め
ら

れ
て

お
り

、
粘

土
の
境

も
不

明
瞭

で
あ

る
。
 

 
立
願

寺
廃

寺
例

に
つ

い
て

は
、
報
告
書

の
中

で
立
願

寺
廃

寺
出

土
瓦

の
製
作

技
法

の
復
元

が
試

み
ら

れ
た
際

に
、

瓦
笵

と
外
枠

の
セ
ッ
ト
パ
タ
ー
ン

や
丸

瓦

先
端

の
加
工

に
つ

い
て

検
討

さ
れ

て
い

る
（
坂

田
編

一
九

九
四

、
第
８
図

）
。
坂

田
の

指
摘

す
る

よ
う

に
、
立
願

寺
廃

寺
例

の
瓦

当
は
均

一
な
厚

さ
で
製
作

さ
れ

て
い

る
た

め
外
枠

の
使

用
が

あ
っ

た
可

能
性

が
あ

る
が

、
明
瞭

な
外
枠
痕

跡
は

見
受

け
ら

れ
な

い
。
立
願

寺
Ａ
型

は
、
坂

田
に

よ
り
製
作

技
法
「
Ａ
型
」（
第
８

図
―
Ａ
型

）
と

さ
れ

て
い

る
。「
Ａ
型
」
は

、
丸

瓦
の
先

端
が
周
縁

の
外
側
部

分
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を
形
成

す
る
作

り
方

で
あ

る
。
実
見

の
結
果

、
挿
入

丸
瓦
部

分
は
剝
離

し
て

い

た
が

、
周
縁

の
内
側
部

分
が

瓦
当
面

か
ら
続

く
粘

土
で
製
作

さ
れ

て
い

る
こ

と

を
確
認

で
き

た
。

瓦
当

は
、

瓦
当

の
厚

さ
分

の
粘

土
が
数
回

に
分

け
て
付

加
さ

れ
押

し
固

め
ら

れ
、
側
面

は
同
心
円
叩

文
で
叩

き
締

め
ら

れ
て

お
り

、
粘

土
の

境
は

明
瞭

で
は

な
い

。
坂

田
に

よ
る

と
、
挿
入

丸
瓦

の
内
側
部

分
を
少

し
削
っ

て
瓦

当
部

に
嵌

め
込
む

（
第
８
図
―
Ａ
型
―
③

）
と

あ
る

が
、
実
見

し
た

と
こ

ろ
そ

の
痕

跡
は
確
認

で
き

な
か
っ

た
。
 

 
立
願

寺
Ｂ
型

は
、
坂

田
に

よ
る

と
製
作

技
法
「
Ｃ
型
」（
第
８
図
―
Ｃ
型

）
と

さ
れ

て
い

る
。「
Ｃ
型
」
は

瓦
当

を
製
作

し
て

、
先

端
未

調
整

の
円
筒

丸
瓦

を
挿

入
す

る
方
法
だ

が
、
実
見

の
結
果

、
丸

瓦
の
凹
面
側

を
横
ケ
ズ
リ

し
た

も
の

を

挿
入

し
て

い
る
例

も
み

ら
れ

た
（

四
）。

瓦
当

の
粘

土
は
数
回

に
分

け
て
付

加
さ

れ
押

し
固

め
ら

れ
て

お
り

、
粘

土
の
境

は
不

明
瞭

で
あ

る
。
但

し
、

瓦
当
裏
面

側
の
粘

土
一
枚

分
の

み
粘

土
境

が
非
常

に
明
瞭

に
残
っ

て
お

り
、

こ
の

一
枚

分

に
つ

い
て

は
粘

土
付

加
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
異

な
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
お

そ

ら
く

瓦
当

を
製
作

し
、
円
筒

丸
瓦

を
嵌

め
込
ん
だ

後
に

、
瓦

当
と

丸
瓦

の
接
合

を
高

め
る

こ
と

も
意
図

し
て

、
さ

ら
に
粘

土
を
付

加
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。
 

 
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

は
、
陳

内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
同

様
に

、
瓦

当
と

丸
瓦

の
接

合
部

分
が
完

形
、

あ
る

い
は

丸
瓦
部

分
が
剥
離

し
て

い
る

た
め

、
丸

瓦
先

端
の

加
工

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
瓦

当
は

、
同

じ
厚

さ
の
粘

土
を
二
枚

重
ね

て

製
作

さ
れ

て
お

り
、
粘

土
境

が
非
常

に
明
瞭

に
残

る
。
裏
面
側

の
粘

土
一
枚

分

は
、
円
筒

丸
瓦
挿
入

後
に
付

加
し

た
可

能
性

が
あ

る
。

瓦
当

文
様

の
節

で
、

文

様
の
類
似

を
指

摘
し

た
皇
龍

寺
例

は
、
実
見

し
得

て
い

な
い

が
、
写
真

を
見

る

限
り

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

で
あ

る
。

ま
た

、
瓦

当
製
作

に
お

い
て

、
同

一
の

厚
さ

の
粘

土
を
二
枚

重
ね

る
方
法

が
採

ら
れ

て
お

り
、

こ
の

点
で

も
、
皇
龍

寺

例
は
興
善

寺
廃

寺
と
類
似

す
る

。
 

 
成

形
技
法

ｃ
は

、
瓦

当
と

半
裁

さ
れ

た
丸

瓦
を
接
合

す
る

方
法

で
あ

る
。

肥

後
を
含

め
、
他

地
域

で
も

軒
丸

瓦
の
成

形
技
法

と
し

て
一
般

的
な

方
法

で
あ

る
。

興
善

寺
Ⅰ

ｂ
式

が
こ

れ
に
該

当
す

る
。

従
来

こ
の
資
料

は
丸

瓦
嵌

め
込

み
式

技

法
と

さ
れ

て
い

た
が

、
今
回

の
検

討
の
結
果

、
接
合

式
技
法

で
あ

る
こ

と
が
認

め
ら

れ
る

。
 

 
 

 
調

整
技

法
 

 
観

察
項

目
と

し
て

、
瓦

当
側
面

、
瓦

当
裏
面
接
合
部

、
裏
面

調
整

に
着

目
す

る
（
第
９
図

）
。
各
資
料

の
調

整
技
法

は
、
成

形
技
法

が
三
パ
タ
ー
ン

に
ま

と
め

ら
れ

た
の

に
比

し
て

、
文

様
ご

と
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
認

め
ら

れ
た

。
以
下

、

資
料

ご
と

に
調

整
技
法

に
つ

い
て

み
て

い
く

。
 

鞠
智

城
 

 
鞠

智
城
例

は
、

丸
瓦
被

せ
式

技
法

で
あ

り
、

瓦
当
側
面

の
上

半
は

丸
瓦
凸
面

に
あ

た
る

。
多

く
の
資
料

は
瓦

当
と

丸
瓦

が
剥
離

し
た

状
態

で
あ

り
、

軒
丸

瓦

に
使

用
さ

れ
た

丸
瓦

の
凸
面

は
縦

や
横

方
向

に
ケ
ズ
リ

が
施

さ
れ

て
い

る
。

瓦

当
裏
面
接
合
部

は
、

一
部

の
資
料

で
瓦

当
と

丸
瓦

の
接
合
ラ
イ
ン

に
沿
っ

た
横

ナ
デ

が
み

ら
れ

た
。

瓦
当
裏
面

は
、
横
ナ
デ

が
認

め
ら

れ
る

。
 

陳
内

廃
寺

 

 
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

は
一
部

の
み

の
遺

存
で

あ

る
が

、
瓦

当
側
面

に
は
横
ナ
デ

が
み

ら
れ

る
。

瓦
当
裏
面
接
合
部

は
、
欠
損

の
た

め

不
明

で
あ

る
。

瓦
当
裏
面

に
は

、
円

形
の

道
具
痕

が
残

る
。

こ
れ

は
、

瓦
当
裏
面

に

粘
土
付

加
す

る
際

に
、
断
面
円

形
の
棒

状

工
具

で
突

き
固

め
た
痕

跡
と

考
え

ら
れ

る
。
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一

方
、
陳

内
Ⅰ

ａ
式

は
、
全
体

的
に
表
面

が
摩
滅

し
て

い
る

が
、

瓦
当
側
面

に
あ

た
る
円
筒

丸
瓦
凸
面

に
微

か
に
平
行

文
叩

き
痕

が
認

め
ら

れ
る

。
瓦

当
裏

面
接
合
部

は
、

瓦
当

と
丸

瓦
の
接
合
ラ
イ
ン

に
沿
っ

た
横
ナ
デ

で
あ

る
。

瓦
当

裏
面

は
斜

め
に
ナ
デ

が
施

さ
れ

て
い

る
が

、
一
部
刺
突

し
た

よ
う

な
痕

跡
が
認

め
ら

れ
る

。
こ

れ
は

、
鶴

嶋
が

指
摘

す
る

よ
う

に
（

鶴
嶋

一
九

九
一

）
、
瓦

当
裏

面
に
粘

土
を
付

加
し

た
際

に
棒

状
工
具

で
刺
突

し
た

も
の

と
思

わ
れ

、
そ

の
上

か
ら
ナ
デ

を
施

し
た

と
想

定
さ

れ
る

。
 

渡
鹿

Ａ
遺

跡
 

 
渡
鹿
Ⅰ

式
は

、
瓦

当
側
面

に
あ

た
る
円
筒

丸
瓦

が
剥
離

し
て

お
り

、
観

察
し

得
た

一
点

で
は

、
ハ
ケ
メ

の
よ

う
な
工
具

に
よ

る
縦

方
向

の
調

整
痕

が
側
面

一

周
に

わ
た
っ

て
認

め
ら

れ
る

。
ま

た
、
横

方
向

の
縄

目
痕

が
微

か
に

み
ら

れ
る

。

お
そ

ら
く

、
瓦

当
と
円
筒

丸
瓦

を
接
合

す
る
際

に
、
円
筒

丸
瓦

の
凸
面
側

か
ら

叩
い

た
際

の
痕

跡
と
思

わ
れ

る
。

瓦
当
裏
面
接
合
部

は
、

瓦
当

と
丸

瓦
の
接
合

ラ
イ
ン

に
沿
っ

た
横
ナ
デ

で
あ

る
。

瓦
当
裏
面

に
は

、
工
具

で
刺
突

し
た
痕

跡

が
み

ら
れ

、
陳

内
Ⅰ

ａ
式
同

様
、

瓦
当
裏
面

に
粘

土
を
付

加
す

る
際

に
、
棒

状

工
具

で
つ

い
た
痕

跡
と

考
え

ら
れ

る
。
 

立
願

寺
廃

寺
 

 
Ａ
型

は
、

瓦
当
側
面

に
あ

た
る
円
筒

丸
瓦

が
全

て
剥
離

し
て

い
る

た
め

、
側

面
調

整
、

瓦
当
裏
面
接
合
部

調
整

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
瓦

当
裏
面

は
縦

ナ
デ

が
施

さ
れ

て
い

る
。
 

 
Ｂ
型

で
は

、
瓦

当
側
面

に
平
行
叩

き
文

が
認

め
ら

れ
る

。
瓦

当
裏
面

の
接
合

部
は

、
瓦

当
と

丸
瓦

の
接
合
ラ
イ
ン

に
沿
っ

た
横
ナ
デ

で
、

瓦
当

と
円
筒

丸
瓦

の
接
合

時
に

一
周

す
る
回
転
ナ
デ

が
施

さ
れ

て
い

る
。

瓦
当
裏
面

に
は

、
不

定

方
向
ナ
デ

や
縦
ナ
デ

が
み

ら
れ

る
。
 

 

興
善

寺
廃

寺
 

 
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

は
、

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

に
よ

る
円
筒

丸
瓦

が
剥
離

し
て

い
る
資
料

が
ほ

と
ん

ど
で

あ
る

。
瓦

当
側
面

が
観

察
し
得

た
一

点
で

は
、
縦
ケ

ズ
リ

が
み

ら
れ

る
。

瓦
当
裏
面
接
合
部

で
は

、
横
ナ
デ

調
整

が
施

さ
れ

、
瓦

当

裏
面

で
は

丸
瓦

に
そ
っ

た
ナ
デ

、
あ

る
い

は
斜

方
向

の
ナ
デ

が
確
認

さ
れ

る
。
 

 
興
善

寺
Ⅰ

ｂ
式

は
、

瓦
当
側
面

に
木
板

の
よ

う
な

も
の

で
ナ
デ

調
整

し
た
痕

跡
が

み
ら

れ
る

。
主

に
横

方
向

で
あ

る
が

、
剥
離

し
た

丸
瓦

の
相

当
位

置
に

は

縦
方
向

の
も

の
も
認

め
ら

れ
る

。
瓦

当
裏
面
接
合
部

は
、
該

当
部

位
が
剥
離

し

て
い

る
た

め
不

明
で

あ
る

が
、
僅

か
に
ナ
デ

跡
認

め
ら

れ
、

瓦
当
裏
面

に
は

そ

の
ナ
デ

跡
に

一
部
消

さ
れ

て
格
子
叩

き
痕

が
認

め
ら

れ
る

。
裏
面
下

端
に

は
広

く
横

方
向

に
ケ
ズ
リ

調
整

が
施

さ
れ

て
い

る
。
 

 
 （

三
）

小
結

 

 
以

上
、
先
行

研
究

の
成
果

に
依
拠

す
る
部

分
が

多
い

が
、
各

軒
丸

瓦
に

つ
い

て
、

瓦
当

文
様

と
製
作

技
法

を
検

討
し

て
き

た
。

瓦
当

文
様

は
、

鞠
智

城
の

瓦

が
大
野

城
例

も
含
む

大
宰

府
編

年
第

一
段
階

の
瓦

と
の

関
連

で
考

え
ら

れ
、

ま

た
、
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

が
鞠

智
城
例

と
近
似

す
る

こ
と

が
追
認

で
き

た
。
陳

内
Ⅰ

ａ

式
・
渡
鹿
Ⅰ

式
、
立
願

寺
Ａ
型

の
文

様
系

譜
に

つ
い

て
は
今

後
の

課
題

と
す

る

が
、
興
善

寺
Ⅰ

ｂ
式

は
陳

内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
の

後
出

形
態

の
可

能
性

が
あ

る
。
立
願

寺
Ｂ
型

が
法
隆

寺
式

に
系

譜
が

た
ど

り
う

る
一

方
、
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

は
新
羅

の
皇
龍

寺
出

土
の
鬼
面

文
軒

丸
瓦

と
類
似

す
る

可
能

性
が

み
ら

れ
た

。
 

 
文

様
ご

と
の

、
成

形
技
法

と
調

整
技
法

の
検

討
結
果

を
ま

と
め

た
も

の
が
第

１
表

で
あ

る
。
同

じ
瓦

当
文

様
の
資
料

の
製
作

技
法

は
お

お
よ

そ
同

一
で

あ
っ

た
。

丸
瓦
被

せ
式

技
法

（
ａ

）
の

鞠
智

城
例

と
接
合

式
技
法

（
ｃ

）
の
興
善

寺

Ⅰ
ｂ

式
の
製
作

技
法

は
、

そ
れ
ぞ

れ
特
徴

が
み

ら
れ

、
瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法
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（
ｂ

）
を

採
用

す
る

他
資

料
と

は
類
似

し
な

い
。
 

ま
た

、
瓦

当
嵌

め
込

み

式
技
法

（
ｂ

）
の
資
料

の

中
で

も
、

多
様

な
様

相
が

み
ら

れ
る

（
五

）。
陳

内
Ⅰ

ａ
式

と
渡
鹿
Ⅰ

式
に

関
し

て
は

、
製
作

技
法

の
類
似

度
が
非
常

に
高

い
。

瓦
当

側
面

に
み

ら
れ

る
叩

き
痕

の
種
類

に
差

が
あ

れ
ど

、

そ
の

他
の

要
素

は
共

通
し

た
内
容

を
示

す
。
さ

ら
に

、

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

を

採
る

他
の
資
料

が
、
円
筒

丸
瓦

半
裁

時
に

瓦
当
裏
面

に
凸
帯

を
残

す
の

に
対

し
、

こ
の
二
型

式
は
凸
帯

を
残

さ
な

い
。

こ
の

点
も

、
こ

の
二
型

式
の
類
似
度

の
高

さ
を

示
す

。
よ
っ

て
こ

の

二
型

式
は

、
瓦

当
文

様
と
製
作

技
法

の
類
似

が
比
例

す
る
例

で
あ

る
。
立
願

寺

例
も

、
瓦

当
製
作

や
瓦

当
側
面

に
叩

き
痕

を
残

す
点

で
は

、
陳

内
Ⅰ

ａ
式

・
渡

鹿
Ⅰ

式
と
類
似

す
る

。
一

方
、

道
具

は
異

な
る

が
、

瓦
当

に
粘

土
を
付

加
す

る

際
に

瓦
当
裏
面

を
刺
突

す
る

点
で

は
、
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

も
陳

内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
と
類
似

す
る

と
い

え
る

。
 

 
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

は
、

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

で
あ

る
が

、
他

の
瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法

を
採

る
諸
事
例

と
は

、
瓦

当
製
作
法

・
調

整
技
法

に
お

い
て
差

異
が

み
ら

れ
る

。
む

し
ろ

、
瓦

当
製
作

方
法

に
関

し
て

は
、

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

と
あ

わ
せ

て
、
皇
龍

寺
の
鬼
面

文
軒

丸
瓦

の
例

に
近

い
。
 

 

四
．

考
察

 

 
 （

一
）

古
代

肥
後

地
域

に
お

け
る

初
期

瓦
の

生
成

過
程

 

 
以

上
の

分
析

を
踏

ま
え

て
、

古
代

肥
後

地
域

に
お

け
る

初
期

瓦
の

生
成

過
程

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
ま
ず

、
鞠

智
城

跡
出

土
瓦

に
つ

い
て

は
、

瓦
当

文
様

の

平
面

形
態

・
断
面

形
態

よ
り

、
大
野

城
例

（
〇
三
三
型

式
）

を
含
む

大
宰

府
編

年
第

一
段
階

の
資
料

と
の

関
連

で
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
系

統
に

関
し

て
は

、
豊

浦
寺
等

の
高
句
麗

系
軒

丸
瓦

や
（

小
田

一
九

九
〇

、
二

〇
一
二

）
、
百
済

、
あ

る

い
は
新
羅

に
求

め
う

る
可

能
性

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

が
（

中
山
二

〇
〇

五
）
、
直

接
的
影
響

や
二
次

的
影
響

な
ど
複
数

の
影
響

関
係

が
想

定
さ

れ
、

別
に

分
析

を

要
す

る
課

題
で

あ
る

。
一

方
、
製
作

技
法

は
、

一
貫

し
て

丸
瓦
被

せ
式

技
法

が

採
用

さ
れ

て
お

り
、

肥
後

地
域

の
他
事
例

と
は
連
続

性
が
見

い
だ

せ
な

い
。

丸

瓦
被

せ
式

技
法

は
、

大
野

城
を
含
む

大
宰

府
史

跡
や

、
横
見
廃

寺
・

明
官

地
廃

寺
な

ど
の

七
世

紀
後

半
の
山
陽

地
方

寺
院

で
確
認

さ
れ

る
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て

い
る
（
妹
尾
二

〇
〇

五
ａ

、
二

〇
〇

五
ｂ

、
中
山
二

〇
〇

五
）
。
ま

た
、
当

時
の

朝
鮮

半
島

で
も
同

様
の
製
作

技
法

が
み

ら
れ

、
百
済

や
（
薛

一
九

七
八

、
亀

田

一
九

八
一

、
二

〇
〇

〇
）
、
新
羅

で
も
確
認

さ
れ

る
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
（

中

山
二

〇
〇

五
）
。
本

稿
で

は
、
鞠

智
城
例

の
製
作

技
法

の
直
接

的
系

譜
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

分
析

が
で

き
て

い
な

い
た

め
、

こ
れ

に
つ

い
て

は
今

後
の

課
題

と
し
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た
い

。
た
だ

、
金

田
が

、
鞠

智
城

の
瓦

に
つ

い
て
「

肥
後

の
古

代
造

瓦
の

展
開

の
中

で
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

的
存

在
」

と
示
唆

し
て

い
る

点
に

つ
い

て
は

（
金

田
二

〇
〇

五
）
、

本
分
析

に
お

い
て

も
追
認

し
得

た
と

い
え

る
。
 

 
次

に
、

そ
の

他
の

遺
跡
例

の
生
成

過
程

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
こ

こ
で

、
各

遺
跡

で
広

く
採

用
さ

れ
る

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
瓦

当

嵌
め
込

み
式

技
法

は
、

丸
瓦
被

せ
式

技
法
同

様
に

、
列

島
内

で
は

そ
れ

ほ
ど

一

般
的

に
み

ら
れ

る
も

の
で

は
な

い
。

九
州
外

で
は

、
広

島
県
鎌
山

遺
跡

、
長
野

県
明
科
廃

寺
、
埼
玉
県
馬
騎

の
内
廃

寺
、
福

島
県
越
浜
廃

寺
な

ど
で

限
定

的
に

確
認

さ
れ

て
い

る
（
鈴
木

一
九

九
〇

）
。
九

州
で

は
、
筑

後
の

上
岩

田
遺

跡
出

土

の
高
句
麗
百
済

系
と

さ
れ

る
瓦

で
、
類
似

技
法

が
採

用
さ

れ
て

お
り

、
土
管

状

の
丸

瓦
部

が
取

り
付

け
ら

れ
、
後

に
下

半
の
不

要
部

分
が
切

り
取

ら
れ

て
い

る
。

丸
瓦
部
先

端
は
片
枘
型

に
加
工

さ
れ

、
瓦

当
裏
面

は
片
枘
型

加
工

の
丸

瓦
を
接

合
す

る
た

め
に

、
斜

め
に
削

り
込

ま
れ

て
い

る
。

ま
た

、
接
合
部

は
回
転
ナ
デ

に
よ

る
調

整
が
行

わ
れ

て
い

る
（

宮
田
二

〇
〇

五
）
。
本

稿
で

は
、
資
料

の
遺

存

状
況

を
要
因

と
し

て
、

丸
瓦
先

端
や

瓦
当
裏
面
へ

の
加
工

の
有
無

に
つ

い
て

の

ま
と

ま
っ

た
検

討
が

で
き

て
い

な
い

が
、
立
願

寺
Ｂ
型

で
は

、
丸

瓦
の
凹
面
側

に
横
ケ
ズ
リ

を
行

う
よ

う
な

加
工

が
み

ら
れ

て
お

り
、

一
部

の
資
料

で
は
接
合

部
に

施
さ

れ
た
回
転
ナ
デ

が
明
確

に
認

め
ら

れ
る

。
上
岩

田
遺

跡
例

と
立
願

寺

Ｂ
型

で
は

、
瓦

当
文

様
や

丸
瓦
製
作

技
法
等

が
異

な
り

、
上
岩

田
遺

跡
例

で
み

ら
れ

る
竹

状
模
骨
痕

が
立
願

寺
例

で
は

み
ら

れ
な

い
な

ど
の
差

異
は

あ
る

。
し

か
し

、
稀

な
成

形
技
法

で
あ

る
こ

と
と

、
丸

瓦
先

端
加
工

の
存

在
や
裏
面
接
合

部
調

整
技
法

の
類
似

よ
り

、
二

遺
跡
間

で
の

技
法

上
の

関
連

性
は
認

め
う

る
の

で
は

な
い

か
。
ち

な
み

に
、
山

田
寺

式
軒

丸
瓦

の
製
作

技
法

変
遷

を
明

ら
か

に

し
た

研
究

で
は

、
片
枘
型
→
楔
型
へ

の
時

期
的

変
遷

が
明

ら
か

に
さ

れ
て

い
る

（
佐
川
二

〇
〇
二

）
。
こ

の
よ

う
な

変
遷

の
方
向

も
加
味

す
る

と
、
山

田
寺

系
の

垂
木
先

瓦
が

出
土

し
て

い
る

上
岩

田
遺

跡
か

ら
の
製
作

技
法

上
の
影
響

が
あ
っ

た
可

能
性

は
否

定
で

き
な

い
。
但

し
、

こ
の

上
岩

田
遺

跡
の

高
句
麗
百
済

系
軒

丸
瓦

に
つ

い
て

は
、

朝
鮮

半
島

か
ら

の
直
接

的
影
響

の
可

能
性

が
示
唆

さ
れ

て

お
り
（

小
澤
編
二

〇
〇

五
）
、
畿

内
に

お
け

る
変
遷

が
適

用
し

え
な

い
可

能
性

も

あ
る

。
ま

た
、
亀

田
は

上
岩

田
遺

跡
例

の
瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法

を
検

討
す

る

中
で

、
新
羅

の
月

城
垓
字

遺
跡

出
土

の
古
新
羅

瓦
例

を
挙
げ

て
い

る
（
亀

田
二

〇
〇

六
）
。
以

上
を

踏
ま

え
る

と
、
半

島
由

来
の

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

が
、
上

岩
田

遺
跡

を
経
由

し
て
立
願

寺
廃

寺
へ

導
入

さ
れ

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

の

で
は

な
い

か
。
 

 
で

は
、

他
の

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

を
採

用
す

る
事
例

は
ど

の
よ

う
に

考
え

ら
れ

る
か

。
陳

内
Ⅰ

ａ
式

や
渡
鹿
Ⅰ

式
が
立
願

寺
例

と
技
法

上
の
類
似

を
持

つ

こ
と

は
先

述
し

た
。

ま
た

、
陳

内
Ⅰ

ａ
式

・
渡
鹿
Ⅰ

式
は

、
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

と
も

技
法

上
類
似

す
る

。
以

上
よ

り
、

こ
れ

ら
の
間

で
は

技
術

上
の
交
流

が
存

在
し

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
、

そ
の

中
で

も
陳

内
Ⅰ

ａ
式

と
渡
鹿
Ⅰ

式
は

瓦
当

文

様
・
製
作

技
法

と
も

に
類
似

性
が
非
常

に
高

い
こ

と
か

ら
、
製
作
者
集
団

が
同

一
で

あ
っ

た
可

能
性

が
指

摘
で

き
る

。
そ

し
て

、
こ

の
瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法

の
肥

後
地

域
に

お
け

る
展

開
の

契
機

と
な
っ

た
の

が
、
立
願

寺
廃

寺
へ

の
技

術

導
入

で
あ
っ

た
可

能
性

が
窺

え
る

。
瓦

生
産

の
地

方
展

開
に

お
け

る
七

世
紀

後

葉
の

様
相

と
し

て
、

地
域

ご
と

に
拠

点
窯

が
作

ら
れ

る
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
お

り
（
梶
原

一
九

九
九

）
、
ま

た
巡
回

的
な
工

人
の
派
遣

形
態

の
様

相
も

指
摘

さ
れ

て
い

る
（
菱

田
一

九
八

六
、
網

一
九

九
七

、
北

村
二

〇
〇

四
ａ

、
二

〇
〇

四
ｂ

）
。

本
稿

に
お

け
る

分
析
結
果

は
、

こ
の

よ
う

な
他

地
域

の
様

相
と

も
矛
盾

し
な

い

も
の

と
捉

え
う

る
。
但

し
、
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

と
立
願

寺
廃

寺
例
間

で
は

、
成

形
技

法
ｂ

で
あ

る
こ

と
以
外

の
技
法

上
の
共

通
性

が
み

ら
れ

な
い

こ
と

、
陳

内
Ⅰ

ｂ

式
の
作

り
が

整
斉

性
に
欠

け
る

こ
と

、
鞠

智
城

築
城

期
所

用
と

さ
れ

る
鞠

智
城
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例
と
近
似

す
る

瓦
当

文
様

を
採

用
し

て
い

る
こ

と
等

を
考
慮

す
る

と
、
陳

内
Ⅰ

ｂ
式

の
瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法

は
立
願

寺
廃

寺
か

ら
展

開
し

た
も

の
と

は
別

経

路
か

ら
の

導
入

の
可

能
性

も
考

え
ら

れ
る

。
 

 
こ

の
よ

う
な

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

の
展

開
の
流

れ
と

は
、

異
な

る
様

相
が

想
定

さ
れ

る
の

が
、
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

の
鬼
面

文
軒

丸
瓦

で
あ

る
。
第
三
章
三
節

で
述
べ

た
よ

う
に

、
瓦

当
文

様
・
製
作

技
法

と
も

に
、

肥
後

地
域

内
の

他
の

瓦

当
嵌

め
込

み
式

技
法

採
用

瓦
と

は
類
似

が
み

ら
れ

な
い

。
ま

た
、
皇
龍

寺
出

土

瓦
に

、
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

と
の
類
似

文
様

・
技
法

が
み

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、
立
願

寺
廃

寺
と

は
異

な
る

経
路

に
よ

り
、

朝
鮮

半
島
由

来
の

造
瓦
情
報

が
導
入

さ
れ

た
可

能
性

が
指

摘
で

き
よ

う
（

六
）。

 

 
肥

後
に

お
け

る
当
該

時
期

の
瓦

は
、
成

形
技
法

の
同

一
性

を
特
徴

と
し

て
、

従
来

の
編

年
で

も
一

時
期

の
み

に
肥

後
地

域
内

で
広

く
盛
行

す
る

も
の

と
し

て
、

捉
え

ら
れ

て
き

た
（

鶴
嶋

一
九

九
一

、
金

田
一

九
九

七
）
。
し

か
し

、
同

じ
成

形

技
法

の
展

開
の

中
に

も
、

多
様

な
技

術
移
転

の
形

が
存

在
し

た
可

能
性

が
指

摘

で
き

る
。

ま
た

、
瓦

当
文

様
の

生
成

過
程

も
多

様
で

あ
り

、
多

く
の
場
合

、
技

法
の
類
似

関
係

と
連
動

す
る

こ
と

な
く

、
そ

の
生
成

過
程

に
お

い
て
外
部

か
ら

新
た

に
選
択

・
決

定
さ

れ
、
創
案

さ
れ

て
い

る
と

み
ら

れ
る

。
 

  
（

二
）

瓦
か

ら
み

る
肥

後
地

域
初

期
寺

院
造

営
の

背
景

 

で
は

、
以

上
の

よ
う

に
復
元

さ
れ

た
各

瓦
の

生
成

過
程

の
背

景
に

は
ど

の
よ

う
な
動

き
が

考
え

ら
れ

る
だ
ろ

う
か

。
 

各
瓦

は
肥

後
地

域
内

、
あ

る
い

は
一

遺
跡

内
で
連
綿

と
系

譜
が
続

く
瓦

当
文

様
を

採
用

し
て

い
る

の
で

は
な

く
、
各

生
成

過
程

に
お

い
て

そ
の
都
度
新

た
に

外
か

ら
文

様
情
報

を
採

用
し

て
い

る
。
例

え
ば

、
法
隆

寺
系

軒
丸

瓦
の
影
響

を

受
け

て
い

る
立
願

寺
Ｂ
型

も
、

文
様

の
系

譜
と
連
動

す
る

こ
と

な
く

、
他

遺
跡

出
土

瓦
と
同

様
の

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

を
採

用
し

て
お

り
、

瓦
当

文
様

の
決

定
に

お
い

て
は

指
向

性
が
働

い
て

い
た

こ
と

が
読

み
取

れ
る

。
 

 
こ

の
よ

う
な

文
様
選
択

が
働

い
て

い
た

一
方

で
、
実
際

の
瓦
製
作

に
あ

た
っ

て
は

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

が
広

く
採

用
さ

れ
た

の
で

あ
る

。
前
節

に
お

い
て

、

立
願

寺
廃

寺
例

と
上
岩

田
遺

跡
例

の
製
作

技
法

上
の

関
連

の
可

能
性

を
述
べ

た
。

上
岩

田
遺

跡
例

は
、
先

述
の

通
り

、
高
句
麗
百
済

系
と

さ
れ

、
製
作

技
法

と
と

も
に

朝
鮮

半
島

か
ら

の
影
響

が
示
唆

さ
れ

て
い

る
（

小
沢
編
二

〇
〇

五
）
。
上
岩

田
遺

跡
は

、
七

～
九

世
紀

前
半

を
中
心

と
す

る
住
居
址

や
掘
立
柱

建
物

跡
が
密

集
し

、
墨
書

や
刻
書

土
器

な
ど

の
官

的
性
格

を
示

し
う

る
遺

物
や

、
朝

鮮
半

島

に
類
例

が
求

め
ら

れ
る
Ｌ
字
型
カ
マ
ド

を
も

つ
住
居

、
鉄
器

関
連

遺
物

、
基
壇

上
礎
石

建
物

、
な

ど
の

様
相

か
ら

み
て

も
、

特
殊

な
様

相
が

み
て

と
れ

る
遺

跡

で
あ

り
、
官

衙
的

性
格

を
も

つ
可

能
性

が
想

定
さ

れ
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
（
柏

原
・
山
崎
編
二

〇
一

一
、
他

）
。
こ

の
よ

う
な

遺
跡

出
土

の
瓦

と
立
願

寺
廃

寺
出

土
瓦

と
の

関
連

を
考

え
る

と
、
立
願

寺
廃

寺
の

瓦
生

産
に

お
け

る
な
ん

ら
か

の

「
官
」

的
関
与

が
想

定
さ

れ
る

。
ま

た
、
立
願

寺
廃

寺
例

が
使

用
さ

れ
た

時
期

は
立
願

寺
廃

寺
の
Ⅰ

期
（

七
世

紀
末

～
八

世
紀

初
頭

）
で

あ
る

と
さ

れ
、

こ
の

と
き

の
建

物
配

置
に

つ
い

て
は

、
金
堂
だ

け
の

一
堂
宇

が
建
っ

て
い

た
こ

と
が

想
定

さ
れ

て
い

る
（
坂

田
編

一
九

九
四

）
。
一

方
、
上
岩

田
遺

跡
の
基
壇

状
建

物

も
一
堂

寺
院

で
あ
っ

た
可

能
性

が
指

摘
さ

れ
て

お
り

、
基
壇

建
物

の
平
面
プ
ラ

ン
の

点
で

も
二

遺
跡
間

で
類
似

が
み

ら
れ

る
。

以
上

よ
り

、
立
願

寺
廃

寺
の

造

寺
に
際

し
て

は
、

上
岩

田
遺

跡
か

ら
の

技
術
移
転

が
行

わ
れ

た
こ

と
が
推
測

さ

れ
る

。
こ

れ
は

、
立
願

寺
廃

寺
の

初
期

設
定

が
重

要
視

さ
れ

た
こ

と
を

示
す

の

で
は

な
い
だ
ろ

う
か

。
立
願

寺
廃

寺
の
周
辺

に
郡
家

跡
や
倉

院
な

ど
が

造
ら

れ

る
（
坂

田
編

一
九

九
四

）
こ

と
と

も
、

こ
の
事
象

は
矛
盾

し
な

い
も

の
と
思

わ

れ
る

。
肥

後
地

域
に

お
い

て
、

初
期

の
拠

点
と

な
る

寺
院

の
建

築
は

、
既

に
技
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術
を
持

つ
他

地
域

か
ら

の
技

術
移
転

に
よ

り
実

現
さ

れ
た

と
想

定
で

き
、

こ
の

よ
う

な
プ
ロ
セ
ス

は
他

の
地

域
で

み
ら

れ
る

瓦
生

産
の

展
開

の
様

相
と
類
似

す

る
と

い
え

よ
う

。
 

 
以

上
み

て
き

た
よ

う
に

、
肥

後
地

域
に

お
け

る
瓦

の
展

開
過

程
は

、
そ

の
開

始
の

契
機

を
鞠

智
城

築
城

と
し

な
が

ら
も

、
造

寺
の
都
度

、
瓦

当
文

様
を
選
択

創
案

し
、

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

と
い

う
新

た
な
製
作

技
法

を
導
入

す
る

こ
と

で
展

開
し

て
き

た
と

考
え

ら
れ

る
。

白
村

江
の

敗
戦

以
後

、
他

の
山

城
同

様
に

築
城

さ
れ

た
鞠

智
城

の
瓦

は
、

初
期

寺
院

の
瓦

の
展

開
と

は
異

な
る

背
景

で
も

っ
て

生
産

が
実

現
さ

れ
た

の
で

あ
ろ

う
。

瓦
の

生
成

過
程

に
は

、
そ

の
瓦

が
使

用
さ

れ
る

施
設

の
性
格

や
目

的
の

相
違

に
よ

る
、

技
術
移
転

過
程

の
違

い
が

現

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

し
て

初
期

寺
院

の
瓦

の
展

開
の

大
き

な
起

点
と

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
の

が
立
願

寺
廃

寺
で

あ
り

、
こ

の
遺

跡
の

設
定

に
は

「
官
」
的
働

き
の

存
在

が
読

み
取

れ
る

。
ま

た
、
立
願

寺
廃

寺
の

造
寺
活
動

は
、

玉
名

地
域

の
政

治
的
参
画

の
一

つ
の
具

現
形

態
で

も
あ
っ

た
と
思

わ
れ

、
こ

の

よ
う

な
技

術
移
転

の
拠

点
と

な
る

寺
院

の
設

定
が

、
肥

後
地

域
内

で
の

造
寺
活

動
の

展
開

に
大

き
く
寄
与

し
た

の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か

。
 

 
た
だ

、
こ

の
よ

う
な
動

き
の

あ
る

一
方

で
、
興
善

寺
Ⅰ

ａ
式

の
よ

う
に
立
願

寺
廃

寺
か

ら
の

展
開

で
は
説

明
で

き
な

い
瓦

も
存

在
す

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、

肥
後

地
域

に
お

け
る

初
期

寺
院

造
営

に
際

し
て

は
、
各

寺
院

で
の

技
術
移
転

の

様
相

が
多

様
で

あ
っ

た
こ

と
が
窺

え
る

。
い
ず

れ
に

せ
よ

、
肥

後
地

域
に

お
け

る
築

城
・

造
寺

の
展

開
で

は
、

朝
鮮

半
島

系
の

技
術

が
大

い
に
利

用
さ

れ
た

こ

と
は

明
ら

か
で

あ
る

。
 

 

お
わ

り
に

 

 
以

上
、

古
代

肥
後

地
域

の
鞠

智
城

、
な

ら
び

に
初

期
寺

院
の

初
期

瓦
の

検
討

を
通

し
て

、
初

期
寺

院
の

展
開

の
様

相
を

み
て

き
た

。
本

文
で

の
検

討
内
容

を

ま
と

め
る

と
以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

①
鞠

智
城

出
土

軒
丸

瓦
は

、
大
野

城
出

土
瓦

（
〇
三
三
型

式
）

を
含
む

大
宰

府

編
年
第

一
段
階

の
瓦

の
影
響

を
受

け
て

生
成

さ
れ

た
可

能
性

が
高

い
。

ま
た

、

文
様

と
あ

わ
せ

て
、
製
作

技
法

に
つ

い
て

も
大
野

城
を
含
む

大
宰

府
史

跡
や
山

陽
地

方
寺

院
、

朝
鮮

半
島

で
類
例

が
認

め
ら

れ
る

が
、

肥
後

地
域

に
お

け
る

造

瓦
展

開
と

は
異

な
る

技
術
移
転

過
程

で
あ
っ

た
。
 

②
初

期
寺

院
出

土
瓦

は
、

そ
の

生
成

過
程

の
度

に
新

た
な

文
様

意
匠

を
導
入

・

創
案

し
て

い
た

。
一

方
で

、
製
作

技
法

に
お

い
て

は
、

多
く

の
瓦

が
鞠

智
城

と

は
異

な
る

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

を
採

用
し

た
。
但

し
、

そ
の

展
開

に
お

い
て

は
立
願

寺
廃

寺
を
起

点
と

し
た

展
開

や
、

そ
れ

と
は

異
な

る
経
路

で
の

半
島
由

来
の

技
術

の
導
入

な
ど

、
多

様
な

展
開

過
程

の
存

在
が

想
定

さ
れ

る
。
 

③
瓦

の
生
成

過
程

に
は

、
瓦

を
使

用
す

る
施

設
の

性
格

・
目

的
が
反
映

さ
れ

て

お
り

、
肥

後
地

域
で

の
造

瓦
の

展
開

に
寄
与

し
た

の
は

、
立
願

寺
廃

寺
を
起

点

と
し

た
瓦

生
産

の
展

開
で

あ
っ

た
と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
立
願

寺
廃

寺
造

営
の

実
現

に
は

、
上
岩

田
遺

跡
と

の
関
連

が
想

定
さ

れ
、

そ
の

背
景

に
は
「

官
」

的

性
格

を
も
っ

た
影
響

の
一

端
が
読

み
取

れ
る

。
 

肥
後

地
域

で
は

、
こ

の
後

大
宰

府
系

瓦
の
影
響

が
あ

ら
わ

れ
、

瓦
当
嵌

め
込

み
式

技
法

は
継
続

し
な

い
。

こ
の

時
期

的
・

地
域

的
に

限
定

さ
れ

て
展

開
す

る

現
象

を
丁
寧

に
追

う
こ

と
で

、
大

宰
府

整
備

前
の

西
海

道
に

お
け

る
、

地
方

統

治
に

関
す

る
動

態
を
捉

え
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
本

稿
の

検
討

は
、
先
行

研

究
に
依
拠

す
る
部

分
が

多
い

に
も

関
わ

ら
ず

、
文

様
系

譜
の

問
題

、
文

様
・
製

作
技

術
の
移
転
元

の
特

定
、
直
接

・
間
接

を
含

め
た
具
体

的
な

技
術
移
転
プ
ロ

セ
ス

の
復
元

な
ど

、
多

く
の

課
題

を
残

す
こ

と
と

な
っ

た
。
引

き
続

き
、

検
討

し
て

い
く
次
第

で
あ

る
。
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上
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ま
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本

稿
を
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に
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た
り
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資
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の
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に
際

し
て
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、
ご

多
忙

の
中

、
下

記
の

方
々
・

諸
機

関
に

便
宜

を
図

っ
て

頂
き

、
多

く
の

貴
重

な
御

教

授
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

こ
こ

に
記

し
て

、
謝

意
を

表
し

ま
す

。
（

五
十

音
順

、
敬

称
略

）
 

 
木

村
龍

生
 

清
田

純
一

 
島

津
義

昭
 

西
江

幸
子

 
能

登
原

孝
道

 
 

日
隈

寧
尚

 
 

美
濃

口
紀

子
 

村
上

晶
子

 
矢

野
裕

介
 

山
崎

摂
 

小
郡

市
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン

タ
ー

 
熊

本
市

立
熊

本
博

物
館

 
熊

本
市

立
熊

本
市

塚
 

原
歴

史
民

俗
資

料
館

 
熊

本
県

文
化

財
資

料
室

 
熊

本
県

立
装

飾
古

墳
館

分
館

歴
史

公
 

園
鞠

智
城

・
温

故
創

生
館

 
玉

名
市

歴
史

博
物

館
こ

こ
ろ

ピ
ア

 
明

言
院
 

 
 

注
 

（
一

）
渡

鹿
Ａ

遺
跡

は
、
従

来
託

麻
郡

家
に

比
定

さ
れ

て
い

る
。
し

か
し

、
明

確
な

遺
構

は

検
出

さ
れ

て
お

ら
ず

、
白

鳳
期

の
瓦

や
鴟

尾
が

出
土

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
渡

鹿
Ａ

遺
跡

は
、
寺

院
跡

の
可

能
性

も
指

摘
さ

れ
て

い
る
（

猪
熊
・
大

脇
・
松

本
一

九
八
〇

、

鶴
嶋

一
九

九
一

、
金

田
一

九
九
七

）
。

渡
鹿

Ａ
遺

跡
と

、
近
隣

の
渡

鹿
Ｂ

遺
跡

（
渡

鹿
廃

寺
）
の

性
格

、
な

ら
び

に
関
係

に
つ

い
て

は
さ

ら
な

る
検
討

を
要

す
る

が
、
本

稿
で

は
、
瓦

の
展
開
過
程

を
明

ら
か

に
す

る
と

い
う
目
的

の
も

と
、
渡

鹿
Ａ

遺
跡

出

土
の
初

期
瓦

を
扱

う
。
 

（
二

）
本

稿
で

は
、
各

文
様

の
名

称
と

し
て

、
既
存

の
も

の
を
踏
襲

す
る

。
立
願

寺
廃

寺
出

土
資

料
は

、
坂

田
編
（

一
九

九
四

）
、
そ

れ
以
外

の
初

期
寺

院
の

資
料

に
つ

い
て

は
、

鶴
嶋

（
一

九
九

一
）

に
従

う
。
 

（
三

）
瓦
当
嵌

め
込
み
式
技
法

は
、
稲
垣

に
よ

り
提
示

さ
れ

た
軒
丸

瓦
の

成
形
技
法

の
一
つ

で
あ

る
（
稲
垣

一
九
七
〇

）
。
肥
後

で
は

、
興
善

寺
廃

寺
出

土
軒
丸

瓦
の
製
作
技
法

の
復
元

の
際

に
、
成
形
技
法

の
パ

タ
ー

ン
が
提
示

さ
れ

て
お

り
、
野

田
が
提
示

し
た

「
技
法
Ⅰ

」
（

野
田
編

一
九
八
〇

）
が

瓦
当
嵌

め
込
み
式
技
法

に
該
当

す
る

。
 

（
四

）
実

見
の
結

果
、
瓦
当

の
丸

瓦
剥
離
面

の
瓦
当
面
寄

り
に

、
剥
離
面

に
沿

っ
た
横

方
向

の
凸
線

が
み

ら
れ

た
。
こ

れ
は

、
丸

瓦
凹
面

に
施

し
た
横
ケ
ズ
リ

の
転
写

と
思
わ

れ

る
。
こ

の
よ

う
な
痕

跡
は

、
全

て
の

資
料

で
み

ら
れ

た
わ
け

で
は

な
い

。
ケ
ズ
リ
面

が
丸

瓦
剥
離
面

と
接

し
た

こ
と

に
よ

り
、
転
写

と
し

て
観
察

し
得

た
と
考

え
ら

れ
、

痕
跡

の
有
無
＝
ケ
ズ
リ
加
工

の
有
無

と
は
断

言
で

き
な

い
。
 

（
五

）
但

し
、
瓦
当
裏
面
接
合
部

に
お

い
て

は
、
お

お
よ
そ

の
資

料
で
共
通

し
て

、
接
合
ラ

イ
ン

に
沿

っ
た
横
ナ
デ

が
認

め
ら

れ
た

。
こ

れ
は

、
瓦
当
嵌

め
込
み
式
技
法

を
採
用

し
て

い
る

資
料

で
は

、
瓦
当

と
丸

瓦
の
接
合
強

度
を
高

め
る

た
め

に
、
接
合
部

に
粘

土
を
補
強

し
接
合
ラ
イ

ン
に
沿

っ
て
ナ
デ

を
施

す
た

め
と
思
わ

れ
る

。
よ

っ
て

、
こ

の
調
整
技
法

の
統

一
性

は
、

成
形
技
法

が
同

一
で

あ
る

こ
と

が
一
因

で
あ

ろ
う

。
 

（
六

）
瓦
当
嵌

め
込
み
式
技
法

を
採
用

し
て

い
る
馬
騎

の
内
廃

寺
例

を
検
討

し
た
亀

田
は

、

こ
の
技
法

は
全
国
的

に
も
稀

で
、
朝
鮮
半

島
で

も
楽
浪
時
代

の
瓦

に
主

に
み

ら
れ

る

と
し

な
が

ら
も

、
百
済

の
益

山
弥
勒

寺
跡

の
創
建
時

に
使
用

さ
れ

た
単
弁
六
葉
蓮
華

文
軒
丸

瓦
を
挙

げ
て

い
る

（
亀

田
一

九
九

九
）
。

瓦
当
嵌

め
込
み
式
技
法

の
列

島
へ

の
技
術
移
転
元

の
特

定
に
つ

い
て

は
、
今
後

の
課
題

と
し

た
い

。
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創
建

か
ら
百
済

大
寺

の
成

立
ま

で
―
』

 
奈

良
国

立
文

化
財

研
究
所
 

亀
田
修

一
 

二
〇
〇
六

 
「
第

四
章

 
北
部

九
州

の
朝
鮮
系

瓦
―
豊
前
地
域

を
中

心
に

―
」
『

日
韓

古
代

瓦
の

研
究
』

 
吉
川
弘

文
館
 

北
村
圭
弘

 
二
〇
〇

四
ａ

 
「
近

江
・
南
滋
賀
廃

寺
系
列

の
川

原
寺
式
軒
丸

瓦
」『

紀
要
』

十
二

 
滋
賀

県
立
安

土
城
考

古
博

物
館
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北

村
圭
弘

 
二
〇
〇

四
ｂ

 
「
縦
置
型

一
本
作

り
軒
丸

瓦
製
作
技
法

と
そ

の
地
域
的
変

容
」
『
金
沢

大
学
考

古
学

紀
要
』

二
七

 
金
沢

大
学

文
学
部
考

古
学
講
座

 
 

 
熊

本
市

文
化

財
調

査
会
編

 
一

九
七

五
 
『

熊
本

市
文

化
財

調
査

報
告
書
（
Ⅳ
．
南
部
地

区
）
』

 
熊

本
市

文
化

財
調

査
会
 

 
九
州

歴
史

資
料

館
編

 
一

九
八

一
 
『

九
州

古
瓦

図
録
』

 
柏
書
房

 
 

 
栗

原
和
彦

 
一

九
九
八

 
「

大
宰
府

史
跡

出
土

の
軒
丸

瓦
―
編

年
試
案
へ

の
模
索
―

」『
九

州
歴

史
資

料
館

研
究
論
集
』

二
三
 

栗
原
和
彦
編

 
二
〇
〇
〇

 
『

大
宰
府

史
跡

出
土
軒

瓦
・
叩
打
痕

文
字

瓦
型
式

一
覧
』
 

九

州
歴

史
資

料
館
 

国
立
慶
州

博
物

館
 

二
〇
〇
〇

 
『
新
羅

瓦
塼
』
 

坂
田
邦
洋
編

 
一

九
九

四
 
『

玉
名

郡
衙

 
玉

名
市

歴
史

資
料
集

成
第

十
二
集
―

市
制

四

十
周

年
記
念
―
』

 
玉

名
市

・
秘
書
企
画
課
 

佐
川
正
敏

 
二
〇
〇

二
 

「
三

 
瓦

の
編

年
と
使
用
堂
塔

の
比

定
 

Ａ
軒
丸

瓦
」
『

山
田

寺
発
掘

調
査

報
告

 
創

立
五

十
周

年
記
念

 
奈

良
文

化
財

研
究
所

学
報

（
六

三
）
』

 
奈

良

文
化

財
研

究
所
 

佐
川
正
敏

・
西
川
雄

大
 

二
〇
〇

五
 

「
一

 
山

田
寺

の
創
建
軒
丸

瓦
」
『

古
代

瓦
研

究
 

Ⅱ
―

山
田

寺
式
軒

瓦
の

成
立

と
展
開
―
』

 
奈

良
文

化
財

研
究
所
 

鹿
見
啓
太

郎
編

 
一

九
八

一
 
『
備
後

寺
町
廃

寺
―
推

定
三
谷

寺
跡
第

二
次

発
掘

調
査
概

報
―
』

 
三
次

市
教

育
委

員
会
 

鹿
見
啓
太

郎
編

 
一

九
八

二
 
『
備
後

寺
町
廃

寺
―
推

定
三
谷

寺
跡
第

三
次

発
掘

調
査
概

報
―
』

 
三
次

市
教

育
委

員
会
 

島
津

義
昭

 
一

九
八

三
 

「
鞠

智
城

に
つ

い
て

の
一
考
察

」
『

九
州

歴
史

資
料

館
開

館
十

周
年

記
念

 
大
宰
府

古
文

化
談
叢
』

上
巻

 
吉
川
弘

文
館
 

鈴
木
久
男

 
一

九
九
〇

 
「

一
本
造

り
軒
丸

瓦
の
再

検
討

」
『
畿
内

と
東
国

の
瓦
』

 
京

都
国

立
博

物
館
 

妹
尾
周

三
 

二
〇
〇

五
ａ

 
「
七

 
安
芸

の
山

田
寺
式
軒

瓦
」
『

古
代

瓦
研

究
 
Ⅱ
―

山

田
寺
式
軒

瓦
の

成
立

と
展
開
―
』

 
奈

良
文

化
財

研
究
所
 

妹
尾
周

三
 

二
〇
〇

五
ｂ

 
「

一
三

 
備

中
の

山
田

寺
式
軒

瓦
」
『

古
代

瓦
研

究
 
Ⅱ
―

山
田

寺
式
軒

瓦
の

成
立

と
展
開
―
』

 
奈

良
文

化
財

研
究
所
 

薛
貞
連

 
一

九
七
八

 
「
百
済
蓮
華
紋

瓦
当
編

年
に

関
す

る
研

究
」
『

古
文

化
談
叢
』
第

三
集

 
九
州

古
文

化
研

究
会
 

高
谷
和

生
・
鶴
嶋
俊
彦
編

 
一

九
八
〇

 
『

鞠
智

城
跡

調
査

報
告
書
―

昭
和

四
十

二
・
四

十
三

・
四

十
四

・
五

十
四

年
度

調
査
概

報
―
』

 
菊

鹿
町

教
育

委
員

会
 

鶴
嶋
俊
彦

 
一

九
八

一
 

「
七

二
 

鞠
智

城
跡

」
『

九
州

古
瓦

図
録
』

 
九
州

歴
史

資
料

館
 鶴
嶋
俊
彦

 
一

九
九

一
 

「
肥
後

に
お
け

る
歴

史
時
代

研
究

の
現
状

と
課
題

」
『
交
流

の

考
古

学
―

三
島
格

会
長

古
稀

記
念
―
』

 
肥
後
考

古
八

 
肥
後
考

古
学

会
 

中
山
圭

 
二
〇
〇

五
 
「

鞠
智

城
出

土
の
軒
丸

瓦
―
朝
鮮
式

山
城

古
瓦

の
一
様
相
―

」『
九

州
考

古
学
』
八
〇

 
九
州
考

古
学

会
 

奈
良
国

立
文

化
財

研
究
所

 
一

九
八

三
 
『
南
都
七

大
寺

出
土
軒

瓦
型
式

一
覧
（

一
）
法

隆
寺
』

 
 

 
西
住
欣

一
郎

 
一

九
九

九
 

「
発
掘

か
ら

見
た

鞠
智

城
跡
―
最
近

の
調

査
成

果
か

ら
―

」

『
先

史
学
・
考

古
学
論

究
Ⅲ
―

白
木

原
和

美
先

生
古
稀

記
念
献
呈
論

文
集
―
』
龍

田
考

古
会
 

 
西
住
欣

一
郎
・
矢

野
裕

介
・
木

村
龍

生
編

 
二
〇

一
二

 
『

鞠
智

城
跡
Ⅱ
―

鞠
智

城
跡
第

八
～

三
二
次

調
査

報
告
―
』

 
熊

本
県

教
育

委
員

会
 

野
田
拓
治
編

 
一

九
八
〇

 
『
興
善

寺
廃

寺
Ⅰ
―
興
善

寺
馬
場

遺
跡

発
掘

報
告
―
』
 

熊

本
県

教
育

委
員

会
 

 
菱

田
哲

郎
 

一
九
八
六

 
「
畿
内

の
初

期
瓦

生
産

と
工
人

の
動
向

」『
史
林
』
六

九
（

三
）
 

 

史
学

研
究

会
 

 
文

化
財
管
理
局

 
一

九
八

二
 
『
皇

龍
寺

 
遺
蹟
發
掘

調
査

報
告
書
Ⅰ

（
圖
版
編

）
』
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文

化
財
管
理
局

 
一

九
八

四
 
『
皇

龍
寺

 
遺
蹟
發
掘

調
査

報
告
書
Ⅰ
』
 

 
松

本
雅

明
 

一
九
六

五
 
『
陳
内
廃

寺
調

査
報

告
』

 
城
南
町

史
編
纂

会
 

宮
田
浩

之
 

二
〇
〇

五
 

「
九

 
筑
後

の
山

田
寺
系
垂

木
先

瓦
・
鬼

瓦
」
『

古
代

瓦
研

究
 

Ⅱ
―

山
田

寺
式
軒

瓦
の

成
立

と
展
開
―
』
奈

良
文

化
財

研
究
所
 

 
村

田
多

津
江

・
甲
元
眞

之
 

一
九
八
〇

 
「
肥
後

の
古

瓦
―
技
法

と
系
譜
―

」
『

平
原

瓦

窯
址
』

 
熊

本
県

教
育

委
員

会
 

 
毛
利
光
俊
彦
編

 
二
〇
〇

二
 
『

山
田

寺
発
掘

調
査

報
告

 
創

立
五

十
周

年
記
念

 
奈

良

文
化

財
研

究
所

学
報

（
六

三
）
』

 
奈

良
文

化
財

研
究
所
 

 
矢

野
裕

介
編

 
二
〇
〇

二
 
『

鞠
智

城
跡
―
第

二
十

二
次

調
査

報
告
―

 
』
 

熊
本

県
教

育
委

員
会
 

 挿
図

出
典
 

 
第
１

・
７

・
９

図
、
第

一
表

、
筆
者
作

成
。
第
２

図
、
矢

野
編

二
〇
〇

二
、
熊

本
市

文
化

財
調

査
会
編

一
九
七

五
、
松

本
一

九
六

五
、
島

津
一

九
八

三
、
坂

田
編

一
九

九
四

、
江

本
編

一
九
八
〇

を
も

と
に

、
作

成
。
第
３

図
、
矢

野
編

二
〇
〇

二
、
栗

原
編

二
〇
〇
〇

、
島

津
一

九
八

三
、

中
山

二
〇
〇

五
、

鹿
見
編

一
九
八

一
、

一
九
八

二
を

も
と

に
、
作

成
。
第
４

図
、

毛
利
光
俊
彦
編

二
〇
〇

二
よ

り
引
用

。
第
５

図
、
奈

良
国

立
文

化
財

研
究
所

一
九
八

三
よ

り

引
用

。
第
６

図
、
国

立
慶
州

博
物

館
二
〇
〇
〇

よ
り
引
用

。
第
８

図
、
坂

田
編

一
九

九
四

よ

り
引
用

。
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